
計画の区分： 学部の設置

[令和２年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　　麗澤大学　国際学部国際学科

　　　　麗澤大学　国際学部グローバルビジネス学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　廣池学園　　　
                                                    令和２年５月１日現在     

　作成担当者

担当部局（課）名　大学事務局大学ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝｵﾌｨｽ

　　　職名・氏名　　課長補佐　柳原佳弘
ヤナギハラ　ヨシヒロ

　　　電話番号　　０４-７１７３-３６０１

　　　（夜間）　　

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４-７１７３-１１００

　　　ｅ－mail　　DSyomuka@ad.reitaku-u.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和２年度の履行状況

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：私立064
注３

届出



＜国際学科＞

＜グローバルビジネス学科＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（ ヒロイケ　モトタカ ）

廣 池 幹 堂

（平成元年2月）

（ トクナガ　スミノリ ）

徳 永 澄 憲

（平成31年4月）

（ ノバヤシ　ヤスヒコ ）

野 林 靖 彦

（令和2年4月）

なし

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

令和２年度に報告する内容　→（２）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人廣池学園

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

麗澤大学

千葉県柏市光ヶ丘2丁目1番1号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒277－8686

（３） 調査対象大学等の位置

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
区分ごとではありません）。

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
を追加してください。

・ 様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
５年以上の場合には、欄を設けてください。）

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　国際学部 4 80 320

国際学科

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

80人 －

1084 －

(－) (－)

[35] [－]

1009 －

(－) (－)

[33] [－]

490 －

(－) (－)

[26] [－]

73 －

(－) (－)

[22] [－]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

志願者数

受験者数

合格者数

人

(－)

[12]

-

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

-

（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

・ 学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。
・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係
年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

　学士（国際コ
ミュニケーショ
ン）

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和２年度令和元年度平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

人 人 0.91倍

0.91



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

ー ー ー ー ー ー ー ー 73 ー

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [22] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

ー ー ー ー ー ー ー ー

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

ー ー ー ー ー ー

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

ー ー ー ー

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

３年次

（　－　）

平成３０年度

（　ー　）

ー

令和２年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和元年度

（　ー　） （　ー　） （　ー　）

平成２８年度 平成２９年度

計

備 考

ー ー ー 73

[　－　] [　－　] [　－　] [22][　－　]

４年次

１年次

２年次



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 平成２８年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） -
平成２８年度の在学者数（ｂ） -

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） -
平成２９年度の在学者数（ｂ） -

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） -
平成３０年度の在学者数（ｂ） -

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） -
令和元年度の在学者数（ｂ） -

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 73

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

入学した年度
退学者数

うち留学生数

人

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）

平成２８年度

平成２９年度 - 人 -

令和元年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

= = #VALUE! ％

令和２年度 73 人 0 人

合　　計

= = #VALUE! ％

= = 0 ％

= = #VALUE! ％

= = #VALUE! ％



２　授業科目の概要

＜国際学部　国際学科＞

（１）－① 授業科目表

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

社会活動演習Ⅰ 1前 1 1 社会活動演習Ⅰ 1前 1 1

社会活動演習Ⅱ 1後 1 　 1 社会活動演習Ⅱ 1後 1 　 1

IEC基礎演習Ⅰ 1前 1 　 1 IEC基礎演習Ⅰ 1前 1 　 1

IEC基礎演習Ⅱ 1後 1 　 3 1 1 IEC基礎演習Ⅱ 1後 1 　 4 2 0

国際交流演習Ⅲ 2前 1 　 1 国際交流演習Ⅲ 2前 1 　 1

国際交流演習Ⅳ 2後 1 　 1 国際交流演習Ⅳ 2後 1 　 1

国際協力演習Ⅲ 2前 1 　 1 国際協力演習Ⅲ 2前 1 　 1

国際協力演習Ⅳ 2後 1 　 1 国際協力演習Ⅳ 2後 1 　 1

社会学概説 2前 2 　 1 社会学概説 2前 2 　 1

国際関係概説 2後 2 1 国際関係概説 2後 2 1

国際文化概説 2前 2 1 国際文化概説 2前 2 1

Global Studies Ⅰ 1前 2 1 2 1 2 Global Studies Ⅰ 1前 2 2 3 0 1

Global Studies Ⅱ 1後 2 1 2 1 2 Global Studies Ⅱ 1後 2 2 3 0 1

Global Studies Ⅲ 2前 2 2 1 1 2 Global Studies Ⅲ 2前 2 2 2 0 2

Global Studies Ⅳ 2後 2 2 1 1 2 Global Studies Ⅳ 2後 2 2 2 0 2

Japan Studies A 2前 2 　 1 Japan Studies A 2前 2 　 1

Japan Studies B 2後 2 1 Japan Studies B 2後 2 1

国際日本学入門 1前 2 1 国際日本学入門 1前 2 1

Japan Studies －日本文化･事情－ 2前 1 1 Japan Studies －日本文化･事情－ 2前 1 1

JICアカデミックスキルズⅠ 1後 1 1 JICアカデミックスキルズⅠ 1後 1 1 0

JICアカデミックスキルズⅡＡ 2前 1 1 JICアカデミックスキルズⅡＡ 2前 1 1

JICアカデミックスキルズⅡＢ 2前 1 1 JICアカデミックスキルズⅡＢ 2前 1 1

JICアカデミックスキルズⅢＡ 2後 1 1 JICアカデミックスキルズⅢＡ 2後 1 1

JICアカデミックスキルズⅢＢ 2後 1 1 JICアカデミックスキルズⅢＢ 2後 1 1

Japan Studies in English Ⅰ 1前 1 1 Japan Studies in English Ⅰ 1前 1 1 0

Japan Studies in English Ⅱ 1後 1 1 Japan Studies in English Ⅱ 1後 1 1 0

多文化共生Ａ 1前 1 1 多文化共生Ａ 1後 1 1 0

日本語と世界 1後 2 1 日本語と世界 1後 2 1

多文化共生プロジェクトＡ 2前 2 6 6 1 多文化共生プロジェクトＡ 2前 2 7 6 0

多文化共生プロジェクトＢ 2後 2 6 6 1 多文化共生プロジェクトＢ 2後 2 7 6 0

サービスラーニング体験実習Ａ 1前・後 1 1 1前・後 1 1

海外ボランティア実習Ａ 2前・後 1 1 海外ボランティア実習Ａ 2前・後 1 1 0

多文化共生Ｂ 1後 1 1 多文化共生Ｂ 1前 1 1 0

社会･文化調査法 2前 2 1 社会･文化調査法 2前 2 1 0

日本語教育入門 2前 2 1 日本語教育入門 2前 2 1 0

日本語教授法の基礎 2後 2 1 日本語教授法の基礎 2後 2 1

記号と文化 2後 2 1 記号と文化 2後 2 1

国際交流史 2前 2 1 国際交流史 2前 2 1

国際ボランティア論 1前 2 1 国際ボランティア論 1前 2 1

News Media Studies 1前・後 2 1 News Media Studies 1前・後 2 1

Introduction to Western Culture A 1前 2 1 Introduction to Western Culture A 1前 2 1

Introduction to Western Culture B 1後 2 1 Introduction to Western Culture B 1後 2 1

小計（42科目） - 8 56 0 6 6 0 1 0 12 小計（42科目） - 8 56 0 9 6 0 0 0 9

国際交流上級演習Ａ 3前 1 1 国際交流上級演習Ａ 3前 1 1

国際交流上級演習Ｂ 3後 1 1 国際交流上級演習Ｂ 3後 1 1 0

国際協力上級演習Ａ 3前 1 1 国際協力上級演習Ａ 3前 1 1

国際協力上級演習Ｂ 3後 1 1 国際協力上級演習Ｂ 3後 1 1

国際協力論 3後 2 1 国際協力論 3後 2 1

国際社会学 3後 2 1 国際社会学 3後 2 1

多文化社会研究 3後 2 1 多文化社会研究 3後 2 1

Global Issues A 3前 1 1 Global Issues A 3前 1 1

Global Issues B 3後 1 1 Global Issues B 3後 1 1 0

World Affairs A 3前 2 1 World Affairs A 3前 2 1

World Affairs B 3後 2 1 World Affairs B 3後 2 1

World Affairs C 3前 2 1 World Affairs C 3前 2 1

World Affairs D 3後 2 1 World Affairs D 3後 2 1

Japan Studies－東アジアの視点から－3後 2 1 Japan Studies－東アジアの視点から－ 3後 2 1

対照言語学の方法 3後 2 1 対照言語学の方法 3後 2 1

ビジネス･コミュニケーション研究 3後 2 1 ビジネス･コミュニケーション研究 3後 2 1

現代社会とメディア 3前 2 1 現代社会とメディア 3前 2 1

日本文化論 3後 2 1 日本文化論 3後 2 1

意味論 3前 2 1 意味論 3前 2 1

日本社会研究 3前 2 1 日本社会研究 3前 2 1

北米社会論 3後 2 1 北米社会論 3後 2 1

国際開発論 3前 2 1 国際開発論 3前 2 1

文化交流論 3前 2 1 文化交流論 3前 2 1

サービスラーニング体験実習Ｂ 3前・後 1 1 サービスラーニング体験実習Ｂ 3前・後 1 1

多文化共生プロジェクトＣ 3前 2 6 6 1 多文化共生プロジェクトＣ 3前 2 7 6 0

多文化共生プロジェクトＤ 3後 2 6 6 1 多文化共生プロジェクトＤ 3後 2 7 6 0

海外ボランティア実習Ｂ 3前・後 1 1 海外ボランティア実習Ｂ 3前・後 1 1 0

共生のための日本語論Ａ 3前 2 1 共生のための日本語論Ａ 3前 2 1 0

共生のための日本語論Ｂ 3後 2 1 共生のための日本語論Ｂ 3後 2 1

言語コミュニティ論Ａ 3前 2 1 言語コミュニティ論Ａ 3前 2 1

言語コミュニティ論Ｂ 3後 2 1 言語コミュニティ論Ｂ 3後 2 1 0

共生社会における言語支援 3前 2 1 共生社会における言語支援 3前 2 1

ことばの学習と習得 3後 2 1 ことばの学習と習得 3後 2 1 0

【届出時】 【令和２年度】

科目
区分 授業科目の名称
配 当
年 次
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任
・
兼
担
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区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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Ｉ
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言語と社会 3前 2 1 言語と社会 3前 2 1

人文科学とコンピュータＡ 3前 2 1 人文科学とコンピュータＡ 3前 2 1

物語と人間 3後 2 1 物語と人間 3後 2 1

文法から学ぶ日本語の論理 3前 2 1 文法から学ぶ日本語の論理 3前 2 1

現代表象文化論 3後 2 1 現代表象文化論 3後 2 1

民俗学 3前 2 1 民俗学 3前 2 1

国際コミュニケーション論 3前 2 1 国際コミュニケーション論 3前 2 1

Culture and Religion 3後 2 1 Culture and Religion 3後 2 1

Commonwealth Studies 3前 2 1 Commonwealth Studies 3前 2 1

Gender Studies 3前・後 2 1 Gender Studies 3前・後 2 1

Intercultural Communication 3後 2 1 Intercultural Communication 3後 2 1

Japanese Intellectual History 3後 2 1 Japanese Intellectual History 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

Western Music and Culture 3前 2 1 Western Music and Culture 3前 2 1

History of US-Japan Relations 3後 2 1 History of US-Japan Relations 3後 2 1

海外日本語教育実習Ａ 3前 2 1 海外日本語教育実習Ａ 3前 2 1

海外日本語教育実習Ｂ 3後 2 1 海外日本語教育実習Ｂ 3後 2 1 0

海外日本語教育実習Ｃ 3後 2 1 海外日本語教育実習Ｃ 3後 2 1

日本語教育実習 3前 2 1 日本語教育実習 3前 2 1

日本語の構造 3前 2 1 日本語の構造 3前 2 1

対照言語学研究 3前 2 2 対照言語学研究 3前 2 2

第二言語習得研究 3前 2 1 第二言語習得研究 3前 2 1 0

日本語教育学研究 3前 2 1 日本語教育学研究 3前 2 1

言語政策と文化交流 3後 2 1 言語政策と文化交流 3後 2 1

社会言語学研究 3後 2 1 社会言語学研究 3後 2 1

人文科学とコンピュータＢ 3前 2 1 人文科学とコンピュータＢ 3前 2 1

意味論・語用論研究 3後 2 1 意味論・語用論研究 3後 2 1

日本語文法研究 3後 2 1 日本語文法研究 3後 2 1

日本語指導法Ａ 3前 2 1 日本語指導法Ａ 3前 2 1

日本語指導法Ｂ 3前 2 1 日本語指導法Ｂ 3前 2 1 0

コミュニケーションと日本語教育 3後 2 1 コミュニケーションと日本語教育 3後 2 1

第二言語習得と日本語教育 3後 2 1 第二言語習得と日本語教育 3後 2 1 0

小計（66科目） - 0 124 0 6 6 0 1 0 15 小計（66科目） - 0 124 0 7 6 0 0 0 15

スタートアップセミナー 1前 2 2 スタートアップセミナー 1前 2 9 3

基礎ゼミナール 1前 2 2 1 基礎ゼミナール 1前 2 3 0

小計（2科目） － 4 0 0 4 1 0 0 0 0 小計（2科目） － 4 0 0 9 3 0 0 0 0

観光文化概説 2後 2 1 観光文化概説 2後 2 1

観光ホスピタリティ論 2前 2 2 観光ホスピタリティ論 2前 2 2

観光フィールドワークＡ 2前・後 1 1 観光フィールドワークＡ 2前・後 1 1

観光フィールドワークＢ 2前・後 1 1 観光フィールドワークＢ 2前・後 1 1

観光ビジネス特論Ａ 3前 2 1 観光ビジネス特論Ａ 3前 2 1

観光ビジネス特論Ｂ 3後 2 1 観光ビジネス特論Ｂ 3後 2 1

観光デザイン論 3後 2 1 観光デザイン論 3後 2 1

国際関係論 3後 2 1 国際関係論 3後 2 1

国際法 3前 2 1 国際法 3前 2 1

NPO/NGO論 3前 2 1 NPO/NGO論 3前 2 1 0

企業と社会 3後 2 1 企業と社会 3後 2 1

Corporate Social Responsibility 3後 2 1 Corporate Social Responsibility 3後 2 1

Population Studies 3後 2 1 Population Studies 3後 2 1

グローバル・ガバナンス論 3後 2 1 グローバル・ガバナンス論 3後 2 1

小計（14科目） - 0 26 0 2 1 0 1 0 3 小計（14科目） - 0 26 0 2 2 0 0 0 3

専門ゼミナールＡ 3前 2 5 4 1 専門ゼミナールＡ 3前 2 6 4 0

専門ゼミナールＢ 3後 2 5 4 1 専門ゼミナールＢ 3後 2 6 4 0

卒業研究Ａ 4前 2 5 4 1 卒業研究Ａ 4前 2 6 4 0

卒業研究Ｂ 4後 2 5 4 1 卒業研究Ｂ 4後 2 6 4 0

小計（4科目） - 8 0 0 5 4 0 1 0 0 小計（4科目） - 8 0 0 6 4 0 0 0 0

現代社会と道徳科学Ａ 1前 2 1 3 現代社会と道徳科学Ａ（未開講） 1前 2 1 3

現代社会と道徳科学Ｂ 1後 2 4 現代社会と道徳科学Ｂ 1後 2 1 6

文化の多様性と価値－道徳科学Ａ－ 1後 2 3 1 文化の多様性と価値－道徳科学Ａ－ 1後 2 3 1

道徳科学Ａ 2前 2 1 1 9 道徳科学Ａ 2前 2 1 1 9

道徳科学Ｂ 2前・後 2 1 1 9 道徳科学Ｂ 2前・後 2 1 1 9

小計（5科目） - 4 6 0 3 1 0 0 0 13 小計（5科目） - 4 6 0 3 1 0 0 0 15

情報リテラシー 1前 2 1 7 情報リテラシー 1前 2 1 3

情報科学 1後 2 4 情報科学 1後 2 3

AIビジネス入門 1後 2 1

統計学入門 1後 2 1

PC実務演習 1前・後 2 1 PC実務演習（未開講） 1前・後 2 1

情報技術活用 1後 2 1 1 情報技術活用 1後 2 1 2

マルチメディア活用 2後 2 1 マルチメディア活用 2後 2 1

Webオーサリング 2前 2 1 Webオーサリング 2前 2 1

データ解析の基礎 2後 2 1 データ解析の基礎 2後 2 1

IT実務演習 3前・後 2 1 IT実務演習 3前・後 2 1

基本情報実務演習 3後 2 1 基本情報実務演習 3後 2 1

コンピューターネットワーク 3前 2 1 コンピューターネットワーク 3前 2 1

情報セキュリティ 3後 2 1 情報セキュリティ 3後 2 1

小計（11科目） - 2 20 0 0 1 0 0 0 8 小計（13科目） - 2 24 0 0 1 0 0 0 10

English Communication Ⅰ 1前 2 9 English Communication Ⅰ 1前 2 7

English Communication Ⅱ 1後 2 10 English Communication Ⅱ 1後 2 7

English Communication Ⅲ 2前 2 8 English Communication Ⅲ 2前 2 7

English Communication Ⅳ 2後 2 7 English Communication Ⅳ 2後 2 7

TOEFL A 1前 1 4 TOEFL A 1前 1 1

TOEFL B 1後 1 4 TOEFL B 1後 1 1

【届出時】 【令和２年度】
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Business English A 1前 1 1 Business English A 1前 1 1

Business English B 1後 1 1 Business English B 1後 1 1

English Summer Seminar 1前 4 1 English Summer Seminar 1前 4 1

Reading and Writing Workshop Ⅰ 1前 2 2 Reading and Writing Workshop Ⅰ 1前 2 1

Reading and Writing Workshop Ⅱ 1後 2 2 Reading and Writing Workshop Ⅱ 1後 2 1

Listening A 1前 1 3 Listening A 1前 1 2

Listening B 1後 1 3 Listening B 1後 1 2

Reading A 1前 1 3 Reading A 1前 1 3

Reading B 1後 1 3 Reading B 1後 1 3

Writing A 1前 1 3 Writing A 1前 1 3

Writing B 1後 1 3 Writing B 1後 1 3

英語特別演習Ａ 1後 1 1 英語特別演習Ａ 1後 1 1 0

英語特別演習Ｂ 2前 1 1 英語特別演習Ｂ 2前 1 1 0

海外語学研修（英語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ⅰ 1前・後 2 2

海外語学研修（英語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ⅱ 1前・後 2 2

中国語Ⅰ 1前 2 8 中国語Ⅰ 1前 2 8

中国語Ⅱ 1後 2 8 中国語Ⅱ 1後 2 8

中国語Ⅲ 2前 2 4 中国語Ⅲ 2前 2 4

中国語Ⅳ 2後 2 4 中国語Ⅳ 2後 2 4

中国語特別演習Ａ 1後 1 1 中国語特別演習Ａ 1後 1 1

中国語特別演習Ｂ 2前 1 1 中国語特別演習Ｂ 2前 1 1

海外語学研修（中国語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ⅰ 1前・後 2 1

海外語学研修（中国語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ⅱ 1前・後 2 1

韓国語Ⅰ 1前 2 1 3 韓国語Ⅰ 1前 2 1 3

韓国語Ⅱ 1後 2 1 3 韓国語Ⅱ 1後 2 1 3

韓国語Ⅲ 2前 2 1 韓国語Ⅲ 2前 2 1

韓国語Ⅳ 2後 2 1 韓国語Ⅳ 2後 2 1

韓国語特別演習Ａ 1後 1 1 韓国語特別演習Ａ 1後 1 1

韓国語特別演習Ｂ 2前 1 1 韓国語特別演習Ｂ 2前 1 1

海外語学研修（韓国語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（韓国語）Ⅰ 1前・後 2 1

海外語学研修（韓国語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（韓国語）Ⅱ 1前・後 2 1

ドイツ語Ⅰ 1前 2 4 ドイツ語Ⅰ 1前 2 4

ドイツ語Ⅱ 1後 2 4 ドイツ語Ⅱ 1後 2 4

ドイツ語Ⅲ 2前 2 2 ドイツ語Ⅲ 2前 2 2

ドイツ語Ⅳ 2後 2 2 ドイツ語Ⅳ 2後 2 2

ドイツ語特別演習Ａ 1後 1 1 ドイツ語特別演習Ａ 1後 1 1

ドイツ語特別演習Ｂ 2前 1 1 ドイツ語特別演習Ｂ 2前 1 1

海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ 1前・後 2 1

海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ 1前・後 2 1

小計（45科目） - 4 70 0 0 1 0 0 0 36 小計（45科目） - 4 70 0 1 1 0 0 0 30

キャリア形成入門 2前 2 1 キャリア形成入門 2前 2 1

キャリア形成研究 3後 2 1 キャリア形成研究 3後 2 1

キャリア形成演習 3後 2 1 キャリア形成演習 3後 2 1

麗澤スピリットとキャリア 1前 2 1 麗澤スピリットとキャリア 1前 2 2

ジェンダーとキャリア形成 1後 2 1 グローバルキャリア研究 2後 2 1

インターンシップＡ 2前・後 1 1 インターンシップＡ 2前・後 1 1

インターンシップＢ 2前・後 1 1 インターンシップＢ 2前・後 1 1

基礎・学際演習Ａ 2前 2 2 基礎・学際演習Ａ 2前 2 2

基礎・学際演習Ｂ 2後 2 1 基礎・学際演習Ｂ 2後 2 1

基礎・学際演習Ｃ 3前 2 2 基礎・学際演習Ｃ 3前 2 2

基礎・学際演習Ｄ 3前 2 1 基礎・学際演習Ｄ 3前 2 1

基礎・学際演習Ｅ 3後 2 2 基礎・学際演習Ｅ 3後 2 2

基礎・学際演習Ｆ 3後 2 1 基礎・学際演習Ｆ 3後 2 1

小計（13科目） - 0 24 0 1 0 0 0 0 3 小計（13科目） - 0 24 0 1 0 0 0 0 4

環境科学 1前 2 1 環境科学 1前 2 1

健康科学 1前 2 1 健康科学 1前 2 2

行政学 1後 2 1 行政学 1後 2 1

行政法 1前 2 1 行政法 1前 2 1

人間学 2前 2 1 人間学 2前 2 1

心理学 1前 2 1 心理学 1前 2 1

社会学 1後 2 1 社会学 1後 2 1

政治学Ａ 1前 2 1 政治学Ａ 1前 2 1

政治学Ｂ 1後 2 1 政治学Ｂ 1後 2 1

日本国憲法 1前・後 2 1 日本国憲法 1前・後 2 1

民法 1前 2 1 民法 1前 2 1

麗澤スタディーズ 1前 2 1 4 麗澤スタディーズ 1前 2 1 1 7

トラベルジオグラフィー 2後 2 1 トラベルジオグラフィー 2後 2 1

自主企画ゼミナール 1前・後 2 1 自主企画ゼミナール 1前・後 2 1

麗澤・地域連携実習 1前 2 1 麗澤・地域連携実習（未開講） 1前 2 1 1

メディア社会論 2後 2 1 メディア社会論 2後 2 1

世界史概論Ａ 2後 2 1 世界史概論Ａ 2後 2 1

世界史概論Ｂ 2前 2 1 世界史概論Ｂ 2前 2 1

地誌 2後 2 1 地誌 2後 2 1

地理学概論Ａ 2前 2 1 地理学概論Ａ 2前 2 1

地理学概論Ｂ 2後 2 1 地理学概論Ｂ 2後 2 1

哲学概論Ａ 2前 2 1 哲学概論Ａ 2前 2 1

哲学概論Ｂ 2後 2 1 哲学概論Ｂ 2後 2 1

日本史概論Ａ 2前 2 1 日本史概論Ａ 2前 2 1

日本史概論Ｂ 2後 2 1 日本史概論Ｂ 2後 2 1

法学概論Ａ 2前 2 1 法学概論Ａ 2前 2 1

法学概論Ｂ 2後 2 1 法学概論Ｂ 2後 2 1

イタリアの言語と文化 1前 2 1 イタリアの言語と文化 1前 2 1

フランス語と文化 1前 2 1 フランス語と文化 1前 2 1

【届出時】 【令和２年度】

科目
区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目

外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目

外
国
語
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

一
般
教
養
科
目

一
般
教
養
科
目



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペイン語と文化 1後 2 1 スペイン語と文化 1後 2 1

台湾語と東アジアの文化 1後 2 1 台湾語と東アジアの文化 1後 2 1

海外語学研修（英語）Ａ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ａ 1前・後 2 1

海外語学研修（英語）Ｂ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ｂ 1前・後 2 1

海外語学研修（ドイツ語）Ａ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ａ 1前・後 2 1

海外語学研修（ドイツ語）Ｂ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ｂ 1前・後 2 1

海外語学研修（中国語）Ａ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ａ 1前・後 2 1

海外語学研修（中国語）Ｂ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ｂ 1前・後 2 1

短期海外研修Ａ 2前・後 2 1 短期海外研修Ａ 2前・後 2 1 0

短期海外研修Ｂ 2前・後 2 1 短期海外研修Ｂ 2前・後 2 1 0

労働法入門 1前 2 1 労働法入門 1前 2 1

グローバル化と日本 2後 2 1 グローバル化と日本 2後 2 1

国際情勢論 2前 2 1 国際情勢論 2前 2 1

ライフスタイル論 2後 2 1 ライフスタイル論 2後 2 1

スポーツ・健康と社会 1後 2 1 スポーツ・健康と社会 1後 2 1

スポーツ科学概論 2前 2 1 スポーツ科学概論 2前 2 1

スポーツとモラル 2後 2 1 スポーツとモラル 2後 2 1

スポーツの理論と実習 1後 2 1 スポーツの理論と実習 1後 2 1

スポーツコンディショニング実習 2後 2 1 スポーツコンディショニング実習 2後 2 1

スポーツ実習Ｓ 1前・後 1 4 スポーツ実習ＳA（未開講） 1前・後 1 4

スポーツ実習ＳB（未開講） 1前・後 1 4

救急処置法 3後 2 1 救急処置法 3後 2 1

レクリエーション理論と実習Ⅰ 1前 2 1 1前 2 1

レクリエーション理論と実習Ⅱ 2前 2 1 レクリエーション理論と実習Ⅱ 2前 2 1

小計（52科目） - 0 103 0 1 1 0 1 0 30 小計（53科目） - 0 104 0 2 2 0 0 0 32

- 30 429 0 6 6 0 1 0 91 - 30 434 0 9 6 0 0 0 89

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【届出時】 【令和２年度】

科目
区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

全
学
共
通
科
目

一
般
教
養
科
目

全
学
共
通
科
目

一
般
教
養
科
目

レクリエーション理論と実習Ⅰ（未開講）

合計（254科目） 合計（257科目）

科目
区分 授業科目の名称

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

【卒業要件】
①基礎専門科目：必修8単位を含め、30単位以上
　ただし、日本学・国際コミュニケーション専攻（JIC）の学生は、
　合計2単位以上多く修得し、かつJIC A群科目より22単位修得すること。
　国際交流・国際協力専攻（IEC）の学生は、IEC A群科目より22単位修得すること。
②上級専門科目：24単位以上
　ただし、JICの学生は、上級専門科目から合計4単位以上多く修得し、
　かつJIC A群科目より8単位修得すること。
　IECの学生は、IEC A群科目より4単位修得すること。
③卒業研究科目：必修8単位
④学部共通科目：必修4単位を含め、10単位以上
　ただし、JICの学生は、初年次教育科目より必修4単位、
　学部共通科目より6単位修得すること。
　IECの学生は、合計2単位以上多く修得し、
　かつ初年次教育科目より必修4単位、学部共通科目より8単位修得すること。
⑤全学共通科目：必修10単位を含め、28単位以上
　ただし、JICの学生は、道徳科目より必修4単位、
　情報科目より必修2単位を含め4単位、外国語科目より必修4単位を含め12単位、
　キャリア科目より6単位修得すること。
　IECの学生は、合計2単位以上多く修得し、かつ道徳科目より必修4単位、
　情報科目より必修2単位、外国語科目より必修4単位を含め12単位、
　キャリア科目より6単位修得すること。
⑥上記①～⑤を含めて、124単位以上修得すること。
⑦外国人留学生は、以下の卒業要件を含めて、124単位以上修得すること。
　1）基礎専門科目：必修8単位を含め、26単位以上
　　ただし、JIC A群科目より14単位修得すること。
　2）上級専門科目：31単位以上
　　ただし、JIC A群科目より7単位修得すること。
　3）卒業研究科目：必修8単位
　4）学部共通科目：必修4単位を含め、10単位以上
　　ただし、初年次教育科目より必修4単位、
　　学部共通科目より6単位修得すること。
　5）全学共通科目：必修10単位を含め、20単位以上
　　ただし、道徳科目より必修4単位、情報科目より必修2単位を含め4単位、
　　外国語科目より必修4単位、キャリア科目より6単位修得すること。

（履修科目の登録の上限：1・2年次は20単位（学期）、3・4年次は18単位（学期））

【卒業要件】
①基礎専門科目：必修8単位を含め、30単位以上
　ただし、日本学・国際コミュニケーション専攻（JIC）の学生は、
　合計2単位以上多く修得し、かつJIC A群科目より22単位修得すること。
　国際交流・国際協力専攻（IEC）の学生は、IEC A群科目より22単位修得すること。
②上級専門科目：24単位以上
　ただし、JICの学生は、上級専門科目から合計4単位以上多く修得し、
　かつJIC A群科目より8単位修得すること。
　IECの学生は、IEC A群科目より4単位修得すること。
③卒業研究科目：必修8単位
④学部共通科目：必修4単位を含め、10単位以上
　ただし、JICの学生は、初年次教育科目より必修4単位、
　学部共通科目より6単位修得すること。
　IECの学生は、合計2単位以上多く修得し、
　かつ初年次教育科目より必修4単位、学部共通科目より8単位修得すること。
⑤全学共通科目：必修10単位を含め、28単位以上
　ただし、JICの学生は、道徳科目より必修4単位、
　情報科目より必修2単位を含め4単位、外国語科目より必修4単位を含め12単位、
　キャリア科目より6単位修得すること。
　IECの学生は、合計2単位以上多く修得し、かつ道徳科目より必修4単位、
　情報科目より必修2単位、外国語科目より必修4単位を含め12単位、
　キャリア科目より6単位修得すること。
⑥上記①～⑤を含めて、124単位以上修得すること。
⑦外国人留学生は、以下の卒業要件を含めて、124単位以上修得すること。
　1）基礎専門科目：必修8単位を含め、26単位以上
　　ただし、JIC A群科目より14単位修得すること。
　2）上級専門科目：31単位以上
　　ただし、JIC A群科目より7単位修得すること。
　3）卒業研究科目：必修8単位
　4）学部共通科目：必修4単位を含め、10単位以上
　　ただし、初年次教育科目より必修4単位、
　　学部共通科目より6単位修得すること。
　5）全学共通科目：必修10単位を含め、20単位以上
　　ただし、道徳科目より必修4単位、情報科目より必修2単位を含め4単位、
　　外国語科目より必修4単位、キャリア科目より6単位修得すること。

（履修科目の登録の上限：1・2年次は20単位（学期）、3・4年次は18単位（学期））



【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「IEC基礎演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授３」から「教授４」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「IEC基礎演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員担当により、「Global Studies Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に、「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「Global Studies Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員担当により、「Global Studies Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に、「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「Global Studies Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「Global Studies Ⅲ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「Global Studies Ⅳ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「IECアカデミックスキルズ Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員担当により、「Japan Studies in English Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担
０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員担当により、「Japan Studies in English Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担
０」に変更。
・誤記により、「多文化共生Ａ」の配当年次を「1前」から「1後」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「多文化共生Ａ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「多文化共生プロジェクトＡ」の専任教員等の配置を「教授６」から「教授７」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「多文化共生プロジェクトＢ」の専任教員等の配置を「教授６」から「教授７」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「サービスラーニング体験実習Ａ」を未開講とした。
・担当者の教員身分昇格により、「海外ボランティア実習Ａ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・誤記により、「多文化共生Ｂ」の配当年次を「1後」から「1前」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「多文化共生Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「社会･文化調査法」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「日本語教育入門」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「国際交流上級演習Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「Global Issues B」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「多文化共生プロジェクトＣ」の専任教員等の配置を「教授６」から「教授７」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「多文化共生プロジェクトＤ」の専任教員等の配置を「教授６」から「教授７」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「海外ボランティア実習Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「共生のための日本語論Ａ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「言語コミュニティ論Ｂ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「ことばの学習と習得」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「海外日本語教育実習Ｂ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「第二言語習得研究」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「日本語指導法Ｂ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「第二言語習得と日本語教育」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「スタートアップセミナー」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授９」に、「准教授０」から「准教授３」変更。
・担当者の教員身分昇格により、「基礎ゼミナール」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授３」に、「准教授１」から「准教授０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「NPO/NGO論」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「専門ゼミナールＡ」の専任教員等の配置を「教授５」から「教授６」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「専門ゼミナールＢ」の専任教員等の配置を「教授５」から「教授６」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「卒業研究Ａ」の専任教員等の配置を「教授５」から「教授６」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「卒業研究Ｂ」の専任教員等の配置を「教授５」から「教授６」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「現代社会と道徳科学Ａ」を未開講とした。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「現代社会と道徳科学Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「兼任・兼担４」から「兼任・兼担６」に変更。
・全学から学部単位のクラス展開に変更したため、「情報リテラシー」の専任教員等の配置を「兼任・兼担７」から「兼任・兼担３」に変更。
・担当予定者の退職および専任教員の採用による担当者変更により、「情報科学」の専任教員等の配置を「兼任・兼担４」から「兼任・兼担３」に変更。
・全学的にデータサイエンスの学びを強化するため、「AIビジネス入門」を新規科目として追加。
・全学的にデータサイエンスの学びを強化するため、「統計学入門」を新規科目として追加。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「PC実務演習」を未開講とした。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「情報技術活用」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「English Communication Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担９」から「兼任・兼担７」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「English Communication Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１０」から「兼任・兼担７」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「English Communication Ⅲ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担８」から「兼任・兼担７」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「TOEFL A」の専任教員等の配置を「兼任・兼担４」から「兼任・兼担１」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「TOEFL B」の専任教員等の配置を「兼任・兼担４」から「兼任・兼担１」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「Reading and Writing Workshop Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「Reading and Writing Workshop Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「Listening A」の専任教員等の配置を「兼任・兼担３」から「兼任・兼担２」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「Listening B」の専任教員等の配置を「兼任・兼担３」から「兼任・兼担２」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員担当により、「英語特別演習Ａ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員担当により、「英語特別演習Ｂ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「海外語学研修（英語）Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「海外語学研修（英語）Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「麗澤スピリットとキャリア」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・誤記により、授業科目の名称を「ジェンダーとキャリア形成」から「グローバルキャリア研究」に変更。
・誤記により、「グローバルキャリア研究」の配当年次を「１後」から「２後」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「健康科学」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「麗澤スタディーズ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担４」から「兼任・兼担７」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「麗澤・地域連携実習」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「麗澤・地域連携実習」を未開講とした。
・担当者の教員身分昇格により、「短期海外研修Ａ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「短期海外研修Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教１」から「助教０」に変更。
・カリキュラム充実のため、授業科目の名称を「スポーツ実習Ｓ」から「スポーツ実習ＳＡ」に変更。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「スポーツ実習ＳＡ」を未開講とした。
・カリキュラム充実のため、「スポーツ実習ＳＢ」を新規科目として追加。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「スポーツ実習ＳＢ」を未開講とした。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「レクリエーション理論と実習Ⅰ」を未開講とした。

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

15 239 0 254 15 242 0 257

[　　　　] [　　３　] [　　　　] [　　３　]



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ サービスラーニング体験実習 1 1前・後 専門 選択

２ 現代社会と道徳科学Ａ 2 1前 一般 選択

３ PC実務演習 2 1前・後 一般 選択

4 麗澤・地域連携実習 2 1前 一般 選択

5 スポーツ実習SA 1 1前・後 一般 選択

6 スポーツ実習SB 1 1前・後 一般 選択

7 レクリエーション理論と実習Ⅰ 2 1前 一般 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

7

254

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、1学期（前期）分を
休講とした。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、1学期（前期）分を
休講とした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため休講とし、代替措置
は無しとした。

廃止の理由，代替措置の有無

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、2学期（後期）開講
とした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、1学期（前期）分を
休講とした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、1学期（前期）分を
休講とした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、2学期（後期）開講
とした。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う、オンラインによる授業実施を導入したため、オンラインでは
実施が難しいと判断した科目を未開講とした。未開講7科目の内、4科目はもともと1学期（前期）・2学
期（後期）の両学期開講科目であるため、大きな影響はないものと判断した。1学期のみ開講を予定し
ていた3科目の内、2科目は2学期に開講する代替処置をとった。残りの1科目は、次年度以降の履修機会
を利用することで問題ないと判断した。なお、学生へは本学ポータルシステムにて周知徹底した。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
　　　　ください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.75 ％

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）



備考

大学全体

16,800千円
20,061千円

学部単位での特定不能
なため、大学全体の数

【図書・学術雑誌・電
子ジャーナル・視聴覚
資料】
受入数変動による変更
（２）
【機械・器具】
除却による減少と
2018・2019年度取得に
よる増加（２）

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

学生納付金以外の維持方法の概要 資産運用収入、寄付金、雑収入等

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

1,390千円 1,130千円 1,130千円

学生１人当
り

納付金 千円 千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,130千円

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費
17,300千円
20,061千円

16,800千円
20,061千円

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円 設備購入費 120,038千円 56,034千円 4,187千円

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学全体
5,142.40㎡ テニスコート 3面

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
6,228.15㎡ 321席 652,500冊

0

（505,618
〔181,677〕）

4,091〔1,665〕
（4,187〔1,117〕）

7,056〔6,871〕
（20,044

(11,554)
（11,547）

553
（596）

（0）
計

506,000〔182,000〕
509,400〔181,210〕

4,091〔1,665〕
4,400〔1,320〕

7,056〔6,871〕
20,044〔19,872〕

11600
11620

553
596

11600
11620

553
596

0

機械・器具 標　　本視聴覚資料

（505,618
〔181,677〕）

（4,091〔1,665〕）
（4,187〔1,117〕）

（7,056〔6,871〕）
（20,044

(11,554)
（11,547）

553
（596）

（0）

点 点 点

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

国際学部
国際学科

506,000〔182,000〕
509,400〔181,210〕

4,091〔1,665〕
4,400〔1,320〕

7,056〔6,871〕
20,044〔19,872〕

（37,395.48 ㎡）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

国際学部　国際学科 15 室

3 室 0 室
8 室 0 室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

合　　　計 117,968.08 ㎡ 16,794.00 ㎡ 93,170.00 ㎡ 227,932.08 ㎡

（0.00㎡） （0.00㎡） （37,395.48 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

80 室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

37,395.48 ㎡ 0.00㎡ 0.00㎡ 37,395.48 ㎡

79,092.73 ㎡

運動場用地 7,979.00 ㎡ 16,794.00 ㎡

そ　の　他 41,514.00 ㎡ 0.00 ㎡ 54,833.35 ㎡ 96,347.35 ㎡

【図書購入費】予算変
動による変更（２）

図書費には、電子
ジャーナル購入及び
データベース運用経費
を含む

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

27,719.00 ㎡ 52,492.00 ㎡

小　　　計 76,454.08 ㎡ 16,794.00 ㎡ 38,336.65 ㎡ 131,584.73 ㎡

麗澤中学校と共用
(収容定員：450人)
(面積基準：5,700㎡)
麗澤高等学校と共用
(収容定員：720人)
(面積基準：8,400㎡)

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 68,475.08 ㎡ 0.00 ㎡ 10,617.65 ㎡



４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

外国語学部

　外国語学科 4 220 - 880 学士
（文学）

1.15 1.10 - 平成20
令和2年度定員変
更（△80）

経済学部

　経済学科 4 110 - 440 学士
（経済学）

1.16 1.23 - 平成20 同上
令和2年度定員変
更（△60）

　経営学科 4 110 - 440 学士
（経営学）

1.31 1.24 - 平成20 同上
令和2年度定員変
更（△20）

国際学部

　国際学科 4 80 - 320
学士
（国際コ

ミュニケー
ション）

0.91 0.91 令和2 令和2 同上

　グローバル
　ビジネス学科

4 80 - 320
学士

（グローバ
ルビジネ

ス）

1.07 1.07 令和2 令和2 同上

言語教育研究科

　日本語教育専攻
　博士前期課程

2 6 - 12 修士
（文学）

1.16 1.00 - 平成8年度 同上

　日本語教育専攻
　博士後期課程

3 - - 6 博士
（文学）

- - - 平成10年度 同上
令和2年より学生
募集停止

　比較文明文化専攻
　博士前期課程

2 - - - 修士
（文学）

- - - 平成13年度 同上
平成31年より学
生募集停止

　比較文明文化専攻
　博士後期課程

3 - - 3 博士
（文学）

- - - 平成13年度 同上
平成31年より学
生募集停止

　英語教育専攻
　修士課程

2 - - - 修士
（文学）

- - - 平成18年度 同上
平成31年より学
生募集停止

経済研究科

　経済学専攻
　修士課程

2 - - - 修士
（経済学）

- - - 平成24年度 同上
平成31年より学
生募集停止

　経営学専攻
　修士課程

2 10 - 20 修士
（経済学）

0.65 0.6 - 平成24年度 同上

　経済学・経営学専攻
　博士後期課程

3 3 - 9
博士

（経済学）
（経営学）

0.22 0 - 平成24年度 同上

学校教育研究科

　道徳教育専攻
　修士課程

2 6 - 12 修士
（教育学）

1.16 1.00 - 平成30年度 同上

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

学位又
は称号

開設
年度

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

該当なし

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

　麗　麗　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

令和2年度
入学定員
超過率

千葉県柏市光ヶ
丘
2丁目1番1号



【届出時】 【令和２年度】

専 教授

ｺﾝﾄﾞｳ ｱﾔ
近藤 彩
(54)

<令和2年4月>
博士(人文科学)

日本語と世界
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
ビジネス･コミュニケーション研
究
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
共生のための日本語論Ｂ
共生社会における言語支援
言語と社会
海外日本語教育実習Ａ
海外日本語教育実習Ｃ
日本語教育学研究
日本語指導法Ａ【隔年】
コミュニケーションと日本語教
育【隔年】
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

日本語と世界
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
ビジネス･コミュニケーション研
究
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
共生のための日本語論Ｂ
共生社会における言語支援
言語と社会
海外日本語教育実習Ａ
海外日本語教育実習Ｃ
日本語教育学研究
日本語指導法Ａ【隔年】
コミュニケーションと日本語教
育【隔年】
スタートアップセミナー
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

専 教授

ｺﾝﾄﾞｳ ｱﾔ
近藤 彩
(54)

<平成32年4月>
博士(人文科学)

専 教授

ｸﾛｽ ｻﾄﾐ
黒須 里美

(58)
<令和2年4月>
Ph.D.(米国)

IEC基礎演習Ⅱ※
社会学概説
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
国際交流上級演習Ａ
国際社会学
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
基礎ゼミナール
Population Studies
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※

IEC基礎演習Ⅱ※
社会学概説
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生Ａ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
国際交流上級演習Ａ
国際社会学
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
基礎ゼミナール
Population Studies
スタートアップセミナー
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※

専 教授

ｸﾛｽ ｻﾄﾐ
黒須 里美

(58)
<平成32年4月>
Ph.D.(米国)

専 教授

ｳﾒﾀﾞ ﾄｵﾙ
梅田 徹
(63)

<令和2年4月>
法学修士

国際関係概説
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
サービスラーニング体験実習Ａ
国際ボランティア論
Global Issues A
サービスラーニング体験実習Ｂ
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
スタートアップセミナー
国際法
企業と社会
Corporate Social
Responsibility
グローバル・ガバナンス論
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

国際関係概説
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
サービスラーニング体験実習Ａ
国際ボランティア論
Global Issues A
サービスラーニング体験実習Ｂ
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
スタートアップセミナー
国際法
企業と社会
Corporate Social
Responsibility
グローバル・ガバナンス論
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

専 教授

ｳﾒﾀﾞ ﾄｵﾙ
梅田 徹
(63)

<平成32年4月>
法学修士

専
教授

ｲﾜｻﾜ ﾄﾓｺ
岩澤 知子

(57)
<令和2年4月>
Ph.D.(米国)

IEC基礎演習Ⅱ※
国際文化概説
Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
日本文化論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
Culture and Religion
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

IEC基礎演習Ⅱ※
国際文化概説
Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
日本文化論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
Culture and Religion
スタートアップセミナー
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

専
教授

ｲﾜｻﾜ ﾄﾓｺ
岩澤 知子

(57)
<平成32年4月>
Ph.D.(米国)

担当授業科目名担当授業科目名

５　教員組織の状況

＜国際学部　国際学科＞

(１)ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

ﾏﾂｼﾏ ﾏｻｱｷ
松島 正明

(60)
<令和2年4月>
学士(外国語学)

IEC基礎演習Ⅰ
IEC基礎演習Ⅱ※
国際協力演習Ⅲ
国際協力演習Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
国際協力上級演習Ａ
国際協力上級演習Ｂ
国際協力論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
基礎ゼミナール

IEC基礎演習Ⅰ
IEC基礎演習Ⅱ※
国際協力演習Ⅲ
国際協力演習Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
国際協力上級演習Ａ
国際協力上級演習Ｂ
国際協力論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
スタートアップセミナー
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
基礎ゼミナール

専 教授

ﾏﾂｼﾏ ﾏｻｱｷ
松島 正明

(60)
<平成32年4月>
学士(外国語学)

専 教授

ﾉﾊﾞﾔｼ ﾔｽﾋｺ
野林 靖彦

(51)
<令和2年4月>
博士(文学)

JICアカデミックスキルズⅡＢ
JICアカデミックスキルズⅢＢ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
記号と文化
意味論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
文法から学ぶ日本語の論理
現代表象文化論
スタートアップセミナー
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
インターンシップＡ
インターンシップＢ
自主企画ゼミナール

JICアカデミックスキルズⅡＢ
JICアカデミックスキルズⅢＢ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
記号と文化
意味論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
文法から学ぶ日本語の論理
現代表象文化論
スタートアップセミナー
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
インターンシップＡ
インターンシップＢ
自主企画ゼミナール

専 教授

ﾉﾊﾞﾔｼ ﾔｽﾋｺ
野林 靖彦

(51)
<平成32年4月>
博士(文学)

専 教授

ｽｷﾞｳﾗ ｼｹﾞｺ
杉浦 滋子

(62)
<令和2年4月>
Ph.D.(米国)

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
対照言語学研究【隔年】※
英語特別演習Ａ
英語特別演習Ｂ

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
対照言語学研究【隔年】※
スタートアップセミナー
英語特別演習Ａ
英語特別演習Ｂ

専 教授

ｽｷﾞｳﾗ ｼｹﾞｺ
杉浦 滋子

(62)
<平成32年4月>
Ph.D.(米国)

兼任 講師

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(62)
<令和5年4月>
博士(史学)

物語と人間
日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

物語と人間
日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

兼任 講師

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(65)
<平成35年4月>
博士(史学)

専 教授

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(62)
<令和2年4月>
博士(史学)

多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
国際交流史
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
基礎ゼミナール
国際関係論
物語と人間
日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

IEC基礎演習Ⅱ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
国際交流史
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
スタートアップセミナー
基礎ゼミナール
麗澤スタディーズ
国際関係論
物語と人間
日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

専 教授

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(62)
<平成32年4月>
博士(史学)



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

ﾓﾘ ﾕｳｼｭﾝ
森 勇俊
(59)

<令和2年4月>
文学修士※

多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
Japan Studies－東アジアの視点
から－
対照言語学の方法
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語Ⅲ
韓国語Ⅳ
韓国語特別演習Ａ
韓国語特別演習Ｂ
海外語学研修(韓国語)Ⅰ
海外語学研修(韓国語)Ⅱ

多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
Japan Studies－東アジアの視点
から－
対照言語学の方法
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語Ⅲ
韓国語Ⅳ
韓国語特別演習Ａ
韓国語特別演習Ｂ
海外語学研修(韓国語)Ⅰ
海外語学研修(韓国語)Ⅱ

専
准教
授

ﾓﾘ ﾕｳｼｭﾝ
森 勇俊
(59)

<平成32年4月>
文学修士※

専
准教
授

ﾓｰｶﾞﾝ ｼﾞｪｲｿﾝ M.
Morgan, Jason M.

(42)
<令和2年4月>

Ph.D.History(米国)

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
国際日本学入門
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
日本社会研究
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
Japanese Intellectual History
国際関係論
国際交流史

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
国際日本学入門
Japan Studies in English Ⅰ
Japan Studies in English Ⅱ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
国際交流史
日本社会研究
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
Japanese Intellectual History
国際関係論

専
准教
授

ﾓｰｶﾞﾝ ｼﾞｪｲｿﾝ M.
Morgan, Jason M.

(42)
<平成32年4月>

Ph.D.History(米国)

専
准教
授

ﾐﾔｼﾀ ｶｽﾞﾋﾛ
宮下 和大

(47)
<令和2年4月>
博士(文学)

多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
現代社会と道徳科学Ａ※
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
スタートアップセミナー
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
現代社会と道徳科学Ａ※
現代社会と道徳科学Ｂ※
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

専
准教
授

ﾐﾔｼﾀ ｶｽﾞﾋﾛ
宮下 和大

(47)
<平成32年4月>
博士(文学)

専
准教
授

ｻｷﾞｻｶ ﾄﾓｺ
匂坂 智子

(49)
<令和2年4月>
博士(工学)

JICアカデミックスキルズⅡＡ
JICアカデミックスキルズⅢＡ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
現代社会とメディア
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
情報リテラシー
PC実務演習
情報技術活用
マルチメディア活用
データ解析の基礎

JICアカデミックスキルズⅡＡ
JICアカデミックスキルズⅢＡ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
現代社会とメディア
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
スタートアップセミナー
情報リテラシー
PC実務演習
情報技術活用
マルチメディア活用
データ解析の基礎

専
准教
授

ｻｷﾞｻｶ ﾄﾓｺ
匂坂 智子

(49)
<平成32年4月>
博士(工学)

専 教授

ｵｵｾﾞｷ ﾋﾛﾐ
大関 浩美

(57)
<令和2年4月>
博士(人文科学)

JICアカデミックスキルズⅠ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
日本語教育入門
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
共生のための日本語論Ａ
言語コミュニティ論Ｂ
ことばの学習と習得
海外日本語教育実習Ｂ
第二言語習得研究
日本語指導法Ｂ【隔年】
第二言語習得と日本語教育【隔
年】
基礎ゼミナール
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

JICアカデミックスキルズⅠ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
日本語教育入門
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
共生のための日本語論Ａ
言語コミュニティ論Ｂ
ことばの学習と習得
海外日本語教育実習Ｂ
第二言語習得研究
日本語指導法Ｂ【隔年】
第二言語習得と日本語教育【隔
年】
スタートアップセミナー
基礎ゼミナール
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

専
准教
授

ｵｵｾﾞｷ ﾋﾛﾐ
大関 浩美

(57)
<平成32年4月>
博士(人文科学)



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

ｵﾉ ﾋﾛﾔ
小野 宏哉

(65)
<令和2年4月>

工学博士

現代社会と道徳科学Ｂ※ 現代社会と道徳科学Ｂ※

兼担 教授

ｵﾉ ﾋﾛﾔ
小野 宏哉

(65)
<平成32年4月>

工学博士

兼担 教授

ｵｵﾊﾞ ﾋﾛﾕｷ
大場 裕之

(66)
<令和2年4月>

Ph.D.in Economics(インド)

ライフスタイル論 ライフスタイル論

兼担 教授

ｵｵﾊﾞ ﾋﾛﾕｷ
大場 裕之

(66)
<平成32年4月>

Ph.D.in Economics(インド)

兼担 教授

ｵｵﾉ ﾏｻﾋﾃﾞ
大野 正英

(57)
<令和2年4月>
経済学修士

現代社会と道徳科学Ａ※
現代社会と道徳科学Ｂ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

現代社会と道徳科学Ａ※
現代社会と道徳科学Ｂ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

兼担 教授

ｵｵﾉ ﾏｻﾋﾃﾞ
大野 正英

(57)
<平成32年4月>
経済学修士

兼担 教授

ｵｵﾉ ﾋﾄﾐ
大野 仁美

(56)
<令和2年4月>

文学修士

日本語の構造【隔年】
対照言語学研究【隔年】※
社会言語学研究【隔年】
日本語文法研究【隔年】

日本語の構造【隔年】
対照言語学研究【隔年】※
社会言語学研究【隔年】
日本語文法研究【隔年】

兼担 教授

ｵｵﾉ ﾋﾄﾐ
大野 仁美

(56)
<平成32年4月>

文学修士

情報リテラシー
情報科学
IT実務演習
基本情報実務演習【隔年】
コンピューターネットワーク
情報セキュリティ

兼担 教授

ｵｵﾂｶ ﾋﾃﾞﾊﾙ
大塚 秀治

(63)
<平成32年4月>

文学修士

兼担 教授

ｵｵﾀ ﾋﾃﾞﾔ
太田 秀也

(56)
<令和2年4月>
博士(工学)

行政学
行政法

行政学
行政法

兼担 教授

ｵｵﾀ ﾋﾃﾞﾔ
太田 秀也

(56)
<平成32年4月>
博士(工学)

兼担 教授

ｲﾇｶｲ ﾀｶｵ
犬飼 孝夫

(57)
<令和2年4月>

文学修士、国際学修士

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

兼担 教授

ｲﾇｶｲ ﾀｶｵ
犬飼 孝夫

(57)
<平成32年4月>

文学修士、国際学修士

専
准教
授

ｳﾁｵ ﾀｲﾁ
内尾 太一

(35)
<令和2年4月>
博士(国際貢献)

IEC基礎演習Ⅱ※
Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
海外ボランティア実習Ａ
多文化共生Ｂ
社会･文化調査法
国際交流上級演習Ｂ
Global Issues B
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
海外ボランティア実習Ｂ
NPO/NGO論
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
短期海外研修Ａ
短期海外研修Ｂ

IEC基礎演習Ⅱ※
Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
海外ボランティア実習Ａ
多文化共生Ｂ
社会･文化調査法
国際交流上級演習Ｂ
Global Issues B
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
海外ボランティア実習Ｂ
スタートアップセミナー
NPO/NGO論
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ
麗澤・地域連携実習※
短期海外研修Ａ
短期海外研修Ｂ

専 助教

ｳﾁｵ ﾀｲﾁ
内尾 太一

(35)
<平成32年4月>
博士(国際貢献)

専
准教
授

ﾖﾈｽｸ ﾏｸﾞﾀﾞﾚｰﾅ
Ionescu, Magdalena

(41)
<令和2年4月>
博士(国際貢献)

IEC基礎演習Ⅱ※
Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
多文化社会研究
World Affairs A【隔年】
World Affairs B【隔年】
World Affairs C【隔年】
World Affairs D【隔年】
国際開発論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

IEC基礎演習Ⅱ※
Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
多文化共生プロジェクトＡ
多文化共生プロジェクトＢ
多文化社会研究
World Affairs A【隔年】
World Affairs B【隔年】
World Affairs C【隔年】
World Affairs D【隔年】
国際開発論
多文化共生プロジェクトＣ
多文化共生プロジェクトＤ
専門ゼミナールＡ
専門ゼミナールＢ
卒業研究Ａ
卒業研究Ｂ

専
准教
授

ﾖﾈｽｸ ﾏｸﾞﾀﾞﾚｰﾅ
Ionescu, Magdalena

(41)
<平成32年4月>
博士(国際貢献)



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

ﾄﾖｼﾏ ﾀﾃﾋﾛ
豊嶋 建広

(67)
<令和2年4月>
博士(体育科学)

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツ実習Ｓ

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ

兼担 教授

ﾄﾖｼﾏ ﾀﾃﾋﾛ
豊嶋 建広

(67)
<平成32年4月>
博士(体育科学)

兼担 教授

ﾄｸﾅｶﾞ ｽﾐﾉﾘ
徳永 澄憲

(68)
<令和2年4月>
Ph.D.(米国)

現代社会と道徳科学Ｂ※
麗澤スタディーズ※

兼担 教授

ﾁﾊﾞ ｼｮｳｼﾞｭ
千葉 庄寿

(49)
<令和2年4月>
修士(文学)※

人文科学とコンピュータＡ
人文科学とコンピュータＢ【隔
年】
意味論・語用論研究【隔年】
情報リテラシー
Webオーサリング

人文科学とコンピュータＡ
人文科学とコンピュータＢ【隔
年】
意味論・語用論研究【隔年】
情報リテラシー
Webオーサリング

兼担 教授

ﾁﾊﾞ ｼｮｳｼﾞｭ
千葉 庄寿

(49)
<平成32年4月>
修士(文学)※

兼担 教授

ﾀｶﾂｼﾞ ﾋﾃﾞｵｷ
髙辻 秀興

(67)
<令和2年4月>
博士(工学)

IT実務演習
コンピューターネットワーク

兼担 教授

ﾀｶ ｲﾜｵ
高 巖
(64)

<令和2年4月>
商学博士

現代社会と道徳科学Ｂ※ 現代社会と道徳科学Ｂ※

兼担 教授

ﾀｶ ｲﾜｵ
高 巖
(64)

<平成32年4月>
商学博士

兼担 教授

ｼﾓﾀﾞ ﾀﾃﾋﾄ
下田 健人

(62)
<令和2年4月>
経済学修士※

現代社会と道徳科学Ａ※ 現代社会と道徳科学Ａ※

兼担 教授

ｼﾓﾀﾞ ﾀﾃﾋﾄ
下田 健人

(62)
<平成32年4月>
経済学修士※

兼担 教授

ｼﾐｽﾞ ﾁﾋﾛ
清水 千弘

(52)
<令和2年4月>
博士(環境学)

AIビジネス入門

兼担 教授

ｼﾐｽﾞ ｳﾗﾗ
清水 麗
(52)

<令和2年4月>
博士(国際政治経済学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

基礎・学際演習Ａ※
基礎・学際演習Ｂ
基礎・学際演習Ｃ※
基礎・学際演習Ｄ
基礎・学際演習Ｅ※
基礎・学際演習Ｆ

兼担 教授

ｻﾄｳ ﾋﾄｼ
佐藤 仁志

(47)
<平成32年4月>
博士(社会工学)

兼担 教授

ｺﾓﾘ ﾖｼﾋｻ
古森 義久

(79)
<令和2年4月>

経済学士

グローバル化と日本
国際情勢論

グローバル化と日本
国際情勢論

兼担 教授

ｺﾓﾘ ﾖｼﾋｻ
古森 義久

(79)
<平成32年4月>

経済学士

兼担 教授

ｶﾜｶﾐ ｶｽﾞﾋｻ
川上 和久

(62)
<令和2年4月>

修士(社会心理学)※

社会学
政治学Ａ
政治学Ｂ

兼担 教授

ｶﾐﾑﾗ ｼｮｳｼﾞ
上村 昌司

(48)
<令和2年4月>

理学博士

情報リテラシー
情報科学

情報リテラシー
情報科学
情報セキュリティ

兼担 教授

ｶﾐﾑﾗ ｼｮｳｼﾞ
上村 昌司

(48)
<平成32年4月>

理学博士

兼担 教授

ｶｺﾞ ﾖｼｷ
籠 義樹
(51)

<令和2年4月>
工学博士

観光ビジネス特論Ａ
観光ビジネス特論Ｂ
キャリア形成入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
ジェンダーとキャリア形成
環境科学
麗澤・地域連携実習

観光ビジネス特論Ａ
観光ビジネス特論Ｂ
キャリア形成+AW202入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
グローバルキャリア研究
環境科学
麗澤・地域連携実習※

兼担 教授

ｶｺﾞ ﾖｼｷ
籠 義樹
(51)

<平成32年4月>
工学博士



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

ｴｼﾏ ｹﾝｲﾁ
江島 顕一

(38)
<令和2年4月>
修士(教育学)※

現代社会と道徳科学Ａ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※
スポーツとモラル

現代社会と道徳科学Ａ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※
スポーツとモラル

兼担
准教
授

ｴｼﾏ ｹﾝｲﾁ
江島 顕一

(38)
<平成32年4月>
修士(教育学)※

兼担
准教
授

ｲﾉｼﾀ ｶｵﾘ
井下 佳織

(42)
<令和2年4月>
博士(体育科学)

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツコンディショニング実
習
スポーツ実習Ｓ
救急処置法
レクリエーション理論と実習Ⅰ
レクリエーション理論と実習Ⅱ

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツコンディショニング実
習
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ
救急処置法
レクリエーション理論と実習Ⅰ
レクリエーション理論と実習Ⅱ

兼担
准教
授

ｲﾉｼﾀ ｶｵﾘ
井下 佳織

(42)
<平成32年4月>
博士(体育科学)

兼担
准教
授

ｲｴﾀﾞ ｼｮｳｺ
家田 章子

(47)
<令和2年4月>
博士(学術)

日本語教授法の基礎 日本語教授法の基礎

兼担
准教
授

ｲｴﾀﾞ ｼｮｳｺ
家田 章子

(47)
<平成32年4月>
博士(学術)

兼担 教授

ﾔﾏｶﾜ ｶｽﾞﾋｺ
山川 和彦

(60)
<令和2年4月>
国際学修士

文化交流論
言語政策と文化交流【隔年】
観光文化概説
観光ホスピタリティ論
観光フィールドワークＡ
観光フィールドワークＢ
観光デザイン論

文化交流論
言語政策と文化交流【隔年】
観光文化概説
観光ホスピタリティ論
観光フィールドワークＡ
観光フィールドワークＢ
観光デザイン論

兼担 教授

ﾔﾏｶﾜ ｶｽﾞﾋｺ
山川 和彦

(60)
<平成32年4月>
国際学修士

兼担 教授

ﾔｷﾞ ﾋﾃﾞﾂｸﾞ
八木 秀次

(58)
<令和2年4月>
法学修士※

日本国憲法
法学概論Ａ
法学概論Ｂ

日本国憲法
法学概論Ａ
法学概論Ｂ

兼担 教授

ﾔｷﾞ ﾋﾃﾞﾂｸﾞ
八木 秀次

(58)
<平成32年4月>
法学修士※

兼担 教授

ﾓﾁﾂﾞｷ ﾏｻﾐﾁ
望月 正道

(61)
<令和2年4月>
Ph.D(英国)

海外語学研修(英語)Ⅰ
海外語学研修(英語)Ⅱ
海外語学研修(英語)Ａ
海外語学研修(英語)Ｂ

海外語学研修(英語)Ⅰ
海外語学研修(英語)Ⅱ
海外語学研修(英語)Ａ
海外語学研修(英語)Ｂ

兼担 教授

ﾓﾁﾂﾞｷ ﾏｻﾐﾁ
望月 正道

(61)
<平成32年4月>
Ph.D(英国)

兼担 教授

ﾏﾂﾀﾞ ﾃﾂ
松田 徹
(62)

<令和2年4月>
文学修士

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

多文化共生Ａ

兼担 教授

ﾏｻﾑﾈ ｽｽﾞｶ
正宗 鈴香

(55)
<平成32年4月>
M.Ed.(米国)

兼担 教授

ﾎﾘｳﾁ ｶｽﾞﾉﾌﾞ
堀内 一史

(65)
<令和2年4月>
M.A.(米国)

北米社会論【隔年】
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
English Summer Seminar
社会学

北米社会論
現代社会と道徳科学Ｂ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
English Summer Seminar
社会学
海外語学研修（英語）Ⅰ
海外語学研修（英語）Ⅱ
麗澤スタディーズ

兼担 教授

ﾎﾘｳﾁ ｶｽﾞﾉﾌﾞ
堀内 一史

(65)
<平成32年4月>
M.A.(米国)

現代社会と道徳科学Ｂ※

兼担 教授

ﾅｶﾉ ﾁｱｷ
中野 千秋

(64)
<平成32年4月>
Ph.D(米国)

兼担 教授

ﾅｶｶﾞﾜ ﾄｼｱｷ
中川 敏彰

(69)
<令和2年4月>
学士(文学)

キャリア形成入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
ジェンダーとキャリア形成

キャリア形成入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
グローバルキャリア研究

兼担 教授

ﾅｶｶﾞﾜ ﾄｼｱｷ
中川 敏彰

(69)
<平成32年4月>
学士(文学)



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

ﾀｶﾓﾄ ｶｵﾘ
高本 香織

(46)
<令和2年4月>

Ph.D. in Communication(米国)

対照言語学研究【隔年】※ 対照言語学研究【隔年】※

兼担
准教
授

ﾀｶﾓﾄ ｶｵﾘ
高本 香織

(46)
<平成32年4月>

Ph.D. in Communication(米国)

兼担
准教
授

ｾｶﾞﾜ ﾏﾕﾐ
瀬川 真由美

(56)
<令和2年4月>

文学修士

海外語学研修(ドイツ語)Ⅰ
海外語学研修(ドイツ語)Ⅱ
海外語学研修(ドイツ語)Ａ
海外語学研修(ドイツ語)Ｂ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ
海外語学研修（ドイツ語）Ａ
海外語学研修（ドイツ語）Ｂ

兼担
准教
授

ｾｶﾞﾜ ﾏﾕﾐ
瀬川 真由美

(56)
<平成32年4月>

文学修士

兼担
准教
授

ｼｭｯﾃﾚ ﾎﾙｶﾞｰ
Schuetterle, Holger

(46)
<令和2年4月>

Magister Artium(ドイツ)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語特別演習Ａ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語特別演習Ａ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ
海外語学研修（ドイツ語）Ａ
海外語学研修（ドイツ語）Ｂ

兼担
准教
授

ｼｭｯﾃﾚ ﾎﾙｶﾞｰ
Schuetterle, Holger

(46)
<平成32年4月>

Magister Artium(ドイツ)

兼担
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾕｷﾀｶ
齋藤 之誉

(53)
<令和2年4月>
修士(教育学)

民俗学
トラベルジオグラフィー
地誌
地理学概論Ａ
地理学概論Ｂ

民俗学
トラベルジオグラフィー
地誌
地理学概論Ａ
地理学概論Ｂ

兼担
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾕｷﾀｶ
齋藤 之誉

(53)
<平成32年4月>
修士(教育学)

兼担
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾀｶｼ
齋藤 貴志

(44)
<令和2年4月>
修士(言語学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
中国語特別演習Ａ
中国語特別演習Ｂ
海外語学研修(中国語)Ⅰ
海外語学研修(中国語)Ⅱ
海外語学研修(中国語)Ａ
海外語学研修(中国語)Ｂ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
中国語特別演習Ａ
中国語特別演習Ｂ
海外語学研修（中国語）Ⅰ
海外語学研修（中国語）Ⅱ
海外語学研修（中国語）Ａ
海外語学研修（中国語）Ｂ

兼担
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾀｶｼ
齋藤 貴志

(44)
<平成32年4月>
修士(言語学)

兼担
准教
授

ｺﾘﾝｽﾞ ｸﾘｽﾃｨ
Collins, Kristie

(46)
<令和2年4月>

博士(Interdisciplinary
Studies)

Introduction to Western
Culture A
Introduction to Western
Culture B
Gender Studies

Introduction to Western
Culture A
Introduction to Western
Culture B
Gender Studies

兼担
准教
授

ｺﾘﾝｽﾞ ｸﾘｽﾃｨ
Collins, Kristie

(46)
<平成32年4月>

博士(Interdisciplinary
Studies)

兼担
准教
授

ｸﾏﾉ ﾙﾘｺ
熊野 留理子

(50)
<令和2年4月>

PhD in Education(米国)

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
History of US-Japan Relations
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
Listening A
Listening B

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
History of US-Japan Relations
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
Listening A
Listening B

兼担
准教
授

ｸﾏﾉ ﾙﾘｺ
熊野 留理子

(50)
<平成32年4月>

PhD in Education(米国)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼担
准教
授

ｸｻﾓﾄ ｱｷﾗ
草本 晶
(49)

<平成32年4月>
修士(文学)※

兼担
准教
授

ｶﾜｸﾎﾞ ﾂﾖｼ
川久保 剛

(46)
<令和2年4月>

修士(国際文化)※

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
人間学
麗澤スタディーズ※

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
人間学
麗澤スタディーズ※

兼担
准教
授

ｶﾜｸﾎﾞ ﾂﾖｼ
川久保 剛

(46)
<平成32年4月>

修士(国際文化)※

兼担
准教
授

ｵﾝ ﾘﾝ
温 琳
(41)

<令和2年4月>
博士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

兼担
准教
授

ｵﾝ ﾘﾝ
温 琳
(41)

<平成32年4月>
博士(文学)



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 講師

ｻﾝﾌﾞｰ ｼﾞｬﾔ ﾗｸｼﾐ
Samboo, Jaya Luxmi

(40)
<令和2年4月>

M.A.(International
Relations)(英国)

Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ｻﾝﾌﾞｰ ｼﾞｬﾔ ﾗｸｼﾐ
Samboo, Jaya Luxmi

(40)
<平成32年4月>

M.A.(International
Relations)(英国)

兼担 講師

ｺｳﾗｶﾀ ﾘｴ
小浦方 理恵

(37)
<令和2年4月>
修士(人文科学)

日本語教育実習 日本語教育実習

兼担 講師

ｺｳﾗｶﾀ ﾘｴ
小浦方 理恵

(37)
<平成32年4月>
修士(人文科学)

兼担 講師

ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ ｱﾚｻﾝﾄﾞﾛ
Grimaldi, Alessandro

(31)
<令和2年4月>

Bachelor of Science in
Commerce(米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing
Workshop Ⅰ
Reading and Writing
Workshop Ⅱ

兼担 講師

ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ ｱﾚｻﾝﾄﾞﾛ
Grimaldi, Alessandro

(31)
<平成32年4月>

Bachelor of Science in
Commerce(米国)

兼担 講師

ｳﾞﾙｶﾞﾘｽ ｹﾞﾗｼﾓｽ
Voulgaris, Gerasimos

(35)
<令和2年4月>

博士(地球環境科学)

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ｳﾞﾙｶﾞﾘｽ ｹﾞﾗｼﾓｽ
Voulgaris, Gerasimos

(35)
<平成32年4月>

博士(地球環境科学)

兼担
准教
授

ｳｫｰｶｰ ﾘﾁｬｰﾄﾞ
Walker, Richard John

(46)
<令和2年4月>

MSc(Masters)in TESOL(英国)

Western Music and Culture Western Music and Culture

兼担 講師

ｳｫｰｶｰ ﾘﾁｬｰﾄﾞ
Walker, Richard John

(46)
<平成32年4月>

MSc(Masters)in TESOL(英国)

兼担
准教
授

ﾖｼﾀﾞ ｹﾝｲﾁﾛｳ
吉田 健一郎

(42)
<令和2年4月>

博士(経営情報学)

観光ホスピタリティ論
情報リテラシー
情報科学

観光ホスピタリティ論
情報リテラシー
情報科学
基本情報実務演習【隔年】

兼担
准教
授

ﾖｼﾀﾞ ｹﾝｲﾁﾛｳ
吉田 健一郎

(42)
<平成32年4月>

博士(経営情報学)

兼担 教授

ﾔﾏｼﾀ ﾐｷ
山下 美樹

(52)
<令和2年4月>

Doctor of Education(米国)

国際交流演習Ⅲ
国際交流演習Ⅳ
国際コミュニケーション論
Intercultural Communication
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B

国際交流演習Ⅲ
国際交流演習Ⅳ
国際コミュニケーション論
Intercultural Communication
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
English Summer Seminar
Reading A
Reading B

兼担
准教
授

ﾔﾏｼﾀ ﾐｷ
山下 美樹

(52)
<平成32年4月>

Doctor of Education(米国)

兼担
准教
授

ﾏｸﾉｰﾄﾝ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ S.
MacNaughton, Andrew

(50)
<令和2年4月>
PhD(中国)

News Media Studies
Commonwealth Studies

News Media Studies
Commonwealth Studies

兼担
准教
授

ﾏｸﾉｰﾄﾝ ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ S.
MacNaughton, Andrew

(50)
<平成32年4月>
PhD(中国)

兼担
准教
授

ﾊｼﾓﾄ ﾄﾐﾀﾛｳ
橋本 富太郎

(45)
<令和2年4月>
博士(神道学)

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

兼担
准教
授

ﾊｼﾓﾄ ﾄﾐﾀﾛｳ
橋本 富太郎

(45)
<平成32年4月>
博士(神道学)

兼担 教授

ﾄﾘｷｱﾝ ﾏｰｳｨﾝ.K
Torikian,Merwyn.K

(51)
<令和2年4月>
M.Ed(英国)

Modern British Culture and
Society A
Modern British Culture and
Society B

Modern British Culture and
Society A
Modern British Culture and
Society B

兼担
准教
授

ﾄﾘｷｱﾝ ﾏｰｳｨﾝ.K
Torikian,Merwyn.K

(51)
<平成32年4月>
M.Ed(英国)

兼担
准教
授

ﾁﾝ ｷﾞｮｸﾕｳ
陳 玉雄
(54)

<令和2年4月>
博士(経済学)

現代社会と道徳科学Ｂ※



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

ﾊﾅﾀﾞ ﾀｲﾍｲ
花田 太平

(38)
<令和2年4月>

Ph.D.(English Studies)(英国)

メディア社会論 メディア社会論

兼担 助教

ﾊﾅﾀﾞ ﾀｲﾍｲ
花田 太平

(38)
<平成32年4月>

Ph.D.(English Studies)(英国)

兼担 助教

ﾅｶﾂｶ ｺｽﾞｴ
中司 梢
(39)

<令和2年4月>
博士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

兼担 助教

ﾅｶﾂｶ ｺｽﾞｴ
中司 梢
(39)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼担 助教

ﾅｲﾄｳ ﾁｶｴ
内藤 知加恵

(40)
<令和2年4月>
博士(商学)

情報科学

兼担 助教

ｷｭｳ ｲｰｷ
邱 瑋琪
(50)

<令和2年4月>
博士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
台湾語と東アジアの文化

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
中国語特別演習Ａ
台湾語と東アジアの文化

兼担 助教

ｷｭｳ ｲｰｷ
邱 瑋琪
(50)

<平成32年4月>
博士(文学)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing Workshop
Ⅱ

兼担 講師

ﾐｯﾁｪﾙ ｺﾘﾝ
Mitchell, Colin

(34)
<平成32年4月>

M.A.(Applied Linguistics and
TESOL)(英国)

兼担 講師

ﾏｸﾘｰｼｭ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ
McLeish, David

(51)
<令和2年4月>

M.A.(Fine Arts)、
M.A.(Education)(米国)

English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing Workshop
Ⅰ
Reading and Writing Workshop
Ⅱ

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing
Workshop Ⅰ
Reading and Writing
Workshop Ⅱ

兼担 講師

ﾏｸﾘｰｼｭ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ
McLeish, David

(51)
<平成32年4月>

M.A.(Fine Arts)、
M.A.(Education)(米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ﾍﾞﾛﾌﾞﾛｳﾞｨ ｱﾝﾅ
Belobrovy, Anna

(41)
<平成32年4月>

M.A.(TESOL)(米国)

兼担 講師

ﾊﾞｯﾊﾏｲﾔｰ ｴﾙｳﾞｨﾗ
Bachmaier, Elvira

(35)
<令和2年4月>

修士(日本学・ドイツ文学・社会
学)(ドイツ)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ
ドイツ語特別演習Ｂ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ
ドイツ語特別演習Ｂ

兼担 講師

ﾊﾞｯﾊﾏｲﾔｰ ｴﾙｳﾞｨﾗ
Bachmaier, Elvira

(35)
<平成32年4月>

修士(日本学・ドイツ文学・社会
学)(ドイツ)

English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
英語特別演習Ａ
英語特別演習Ｂ

兼担 講師

ﾊﾞｰｶｰ ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾘｰ
Barker, Bradley

(39)
<平成32年4月>

M.A.(オーストラリア)

English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ｽﾆｰｽ ﾛﾋﾞﾝ S.
Sneath, Robin Neil S.

(45)
<平成32年4月>

学士(History、European
studies)(英国)

兼担 講師

ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ ｼｪｲﾏｽ
Johnston, Seamus

(38)
<令和2年4月>

M.A.(TESOL) (米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

ｶｼﾞﾀ ﾕｷｵ
梶田 幸雄

(65)
<令和2年4月>

法学博士

労働法入門 労働法入門

兼任 講師

ｶｼﾞﾀ ﾕｷｵ
梶田 幸雄

(65)
<平成32年4月>

法学博士

兼任 講師

ｵﾙﾗﾝﾄﾞ ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ
Orlando, Davide

(49)
<令和2年4月>
修士(ドイツ)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ
ドイツ語特別演習Ａ

兼任 講師

ｵﾙﾗﾝﾄﾞ ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ
Orlando, Davide

(49)
<平成32年4月>
修士(ドイツ)

兼任 講師

ｵｵﾇﾏ ﾋﾛﾔｽ
大沼 博靖

(52)
<令和2年4月>
修士(体育学)※

スポーツ実習Ｓ
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ

兼任 講師

ｵｵﾇﾏ ﾋﾛﾔｽ
大沼 博靖

(52)
<平成32年4月>
修士(体育学)※

兼任 講師

ｵｵﾂｶ ﾃﾂﾔ
大塚 哲也

(35)
<令和2年4月>
修士(法学)※

民法 民法

兼任 講師

ｵｵﾂｶ ﾃﾂﾔ
大塚 哲也

(35)
<平成32年4月>
修士(法学)※

兼任 講師

ｲﾘｴ ﾀﾏﾖ
入江 珠代

(55)
<令和2年4月>
学士(法学)

イタリアの言語と文化

兼任 講師

ｲ ﾎﾝｷﾞｮﾝ
李 憲卿
(58)

<令和2年4月>
博士(文学)

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

ｲ ﾎﾝｷﾞｮﾝ
李 憲卿
(58)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼任 講師

ｲ ｼﾞｮﾝﾐ
李 貞美
(51)

<令和2年4月>
修士(教育学)※

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

ｲ ｼﾞｮﾝﾐ
李 貞美
(51)

<平成32年4月>
修士(教育学)※

兼任 講師

ｲｼﾐﾂ ﾄｼｱｷ
石光 俊明

(44)
<令和2年4月>

修士(大学アドミニストレーショ
ン)

基礎・学際演習Ａ※
基礎・学際演習Ｃ※
基礎・学際演習Ｅ※

麗澤スピリットとキャリア
基礎・学際演習Ａ※
基礎・学際演習Ｃ※
基礎・学際演習Ｅ※

兼任 講師

ｲｼﾐﾂ ﾄｼｱｷ
石光 俊明

(44)
<平成32年4月>

修士(大学アドミニストレーショ
ン)

TOEFL A
TOEFL B

兼任 講師

ｲｹｻﾞｷ ｼﾝﾔ
池崎 真也

(48)
<平成32年4月>
学士(文学)

スポーツ実習Ｓ

兼任 講師

ｱﾗﾔ ﾄﾓﾋﾛ
荒谷 友碩

(25)
<平成32年4月>
学士(文学)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ

兼任 講師

ｱｷﾔﾏ ﾏｷｺ
秋山 まき子

(57)
<平成32年4月>

Doctor of Philosophy in
Linguistics (米国)

兼担 助教

ﾖｺﾀ ﾘｳ
横田 理宇

(39)
<令和2年4月>
博士(経営学)

情報リテラシー
情報科学

兼担 助教

ﾓﾘﾀ ﾘｭｳｼ
森田 龍二

(43)
<令和2年4月>
修士(経済学)

基礎・学際演習Ａ※
基礎・学際演習Ｂ
基礎・学際演習Ｃ※
基礎・学際演習Ｄ
基礎・学際演習Ｅ※
基礎・学際演習Ｆ

兼担 助教

ﾌｼﾞﾉ ｼﾝﾔ
藤野 真也

(37)
<令和2年4月>
博士(経営学)

現代社会と道徳科学Ｂ※



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

ｼｭﾃｰｶﾞｰ ｸﾘｽﾃｨｱﾝ
Steger, Christian

(36)
<令和2年4月>

修士(日本学、ドイツ文学、ド
イツ語教育学)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼任 講師

ｼﾐｽﾞ ﾃﾂﾛｳ
清水 哲郎

(62)
<令和2年4月>

文学士

情報技術活用 情報技術活用

兼任 講師

ｼﾐｽﾞ ﾃﾂﾛｳ
清水 哲郎

(62)
<平成32年4月>

文学士

兼任 講師

ｼｪｰ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ R.
Shea, Steven Russell

(50)
<令和2年4月>
Bachelor of

Arts(Sociology)(米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼任 講師

ｼｪｰ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ R.
Shea, Steven Russell

(50)
<平成32年4月>
Bachelor of

Arts(Sociology)(米国)

情報リテラシー

兼任 講師

ｻｻﾊﾗ ｹﾝ
笹原 健
(47)

<平成32年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

ｻｲﾄｳ ﾏｻｷ
齋藤 正樹

(45)
<令和2年4月>

修士(工学)、修士(文学)※

ドイツ語Ⅰ

兼任 講師

ｺﾞｰﾄﾞﾝ ﾋﾟｰﾀｰ
Gordon, Peter Frederick

(55)
<令和2年4月>
B.A.(英国)

Writing A
Writing B

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Listening A
Listening B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ｺﾞｰﾄﾞﾝ ﾋﾟｰﾀｰ
Gordon, Peter Frederick

(55)
<平成32年4月>
B.A.(英国)

兼任 講師

ｺｳ ｶﾝ
耿 函
(56)

<令和2年4月>
修士(国際学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ｺｳ ｶﾝ
耿 函
(56)

<平成32年4月>
修士(国際学)

兼任 講師

ｸﾆﾊﾗ ｺｳｲﾁﾛｳ
國原 幸一朗

(53)
<令和2年4月>
修士(教育学)※

世界史概論Ａ
世界史概論Ｂ

世界史概論Ａ
世界史概論Ｂ

兼任 講師

ｸﾆﾊﾗ ｺｳｲﾁﾛｳ
國原 幸一朗

(53)
<平成32年4月>
修士(教育学)※

兼任 講師

ｶﾝﾘﾌ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞJ
Cunliffe, David John Dominic

(54)
<令和2年4月>

M.A.in Applied Linguistics(英
国)

Business English A
Business English B
Listening A
Listening B
Reading A
Reading B

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Business English A
Business English B
Listening A
Listening B
Reading A
Reading B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ｶﾝﾘﾌ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞJ
Cunliffe, David John Dominic

(54)
<平成32年4月>

M.A.in Applied Linguistics(英
国)

兼任 講師

ｶﾜﾊﾞﾀ ｹﾝｼﾞ
川端 健嗣

(40)
<令和2年4月>
修士(社会学)

情報リテラシー
情報リテラシー
情報技術活用

兼任 講師

ｶﾜﾊﾞﾀ ｹﾝｼﾞ
川端 健嗣

(40)
<平成32年4月>
修士(社会学)

TOEFL A
TOEFL B
Reading A
Reading B

兼任 講師

ｶﾄｳ ｽﾐｴ
加藤 澄恵

(53)
<平成32年4月>

Master of Education (英国)

政治学Ａ
政治学Ｂ

兼任 講師

ｶﾄｳ ｱｷﾗ
加藤 朗
(68)

<平成32年4月>
修士(政治学)



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

ﾌﾟﾋﾟ ﾀﾞﾐｱﾝ
Poupi, Damien Georges Arnaud

(45)
<令和2年4月>
学士(文学)

フランス語と文化 フランス語と文化

兼任 講師

ﾌﾟﾋﾟ ﾀﾞﾐｱﾝ
Poupi, Damien Georges Arnaud

(45)
<平成32年4月>
学士(文学)

兼任 講師

ﾌｸﾀﾞ ﾀﾞｲｼﾞ
福田 大治

(53)
<令和2年4月>
修士(地域研究)

スペイン語と文化 スペイン語と文化

兼任 講師

ﾌｸﾀﾞ ﾀﾞｲｼﾞ
福田 大治

(53)
<平成32年4月>
修士(地域研究)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
Reading A
Reading B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ﾌｰﾊﾟｰ ﾄﾞﾉｳﾞｧﾝ.A
Hooper, Donevan Antonio

(56)
<平成32年4月>

M.A.TEFL/TESL(英国)

Writing A
Writing B

兼任 講師

ﾋｸﾞﾁ ｱｷ
樋口有記
(38)

<平成32年4月>
Bachelor of Arts specialized

in Chinese Studies,
International Business(オース

トラリア)

兼任 講師

ﾆｼｶﾜ ﾖｼｶﾂ
西川 佳克

(54)
<令和2年4月>
修士(体育学)

スポーツ実習Ｓ
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ

兼任 講師

ﾆｼｶﾜ ﾖｼｶﾂ
西川 佳克

(54)
<平成32年4月>
修士(体育学)

兼任 講師

ﾆｼ ﾉﾌﾞｺ
西 暢子
(45)

<令和2年4月>
修士(文学)※

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾆｼ ﾉﾌﾞｺ
西 暢子
(45)

<平成32年4月>
修士(文学)※

情報リテラシー
情報科学

兼任 講師

ﾅｶﾓﾄ ｹﾝｻｸ
中本 健作

(63)
<平成32年4月>
学士(文学)

兼任 講師

ﾅｶﾐﾁ ﾖｼﾋｺ
中道 嘉彦

(67)
<令和2年4月>
教育学修士※

麗澤スタディーズ※

兼任 講師

ﾅｶﾊﾀ ｸﾆｵ
中畑 邦夫

(48)
<令和2年4月>
博士(哲学)

哲学概論Ａ
哲学概論Ｂ

哲学概論Ａ
哲学概論Ｂ

兼任 講師

ﾅｶﾊﾀ ｸﾆｵ
中畑 邦夫

(48)
<平成32年4月>
博士(哲学)

兼任 講師

ﾁｮﾝ ｼﾁｭﾝ
丁 時春
(41)

<令和2年4月>
修士(文学)※

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

ﾁｮﾝ ｼﾁｭﾝ
丁 時春
(41)

<平成32年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

ﾀｶﾊｼ ｶｵﾙ
高橋 薫
(56)

<令和2年4月>
博士(学術)

Japan Studies －日本文化･事情
－
言語コミュニティ論Ａ

Japan Studies －日本文化･事情
－
言語コミュニティ論Ａ

兼任 講師

ﾀｶﾊｼ ｶｵﾙ
高橋 薫
(56)

<平成32年4月>
博士(学術)

兼任 講師

ｿｳ ﾀｹｼ
宗 健
(54)

<令和2年4月>
博士(社会工学)

統計学入門

Japan Studies in English Ⅰ
Japan Studies in English Ⅱ

兼任 講師

ｽｽﾞｷ ﾐｴ
鈴木 未恵

(44)
<平成32年4月>
修士(文学)



担当授業科目名担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾘｭｳ ｺｳｾｷ
劉 光赤
(64)

<平成32年4月>
文学士(中国)

兼任 講師

ﾘ ｺｳｺｸ
李 鴻谷
(68)

<令和2年4月>
修士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾗﾌﾋﾟｰﾀｰ ｱﾙﾊﾞｰﾄ
Luff,Peter Albert

(65)
<令和2年4月>
D.Phil.(英国)

Japan Studies A
Japan Studies B

Japan Studies A
Japan Studies B
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Business English A
Business English B

兼任 講師

ﾗﾌﾋﾟｰﾀｰ ｱﾙﾊﾞｰﾄ
Luff,Peter Albert

(65)
<平成32年4月>
D.Phil.(英国)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾖﾈｲ ﾕﾐ
米井 由美

(34)
<平成32年4月>
修士(文学)※

イタリアの言語と文化

兼任 講師

ﾔﾏｻｷ ｱﾔ
山﨑 彩
(44)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼任 講師

ﾏﾊﾙｻﾞﾝ ﾗﾋﾞ
Maharjan, Ravi

(37)
<令和2年4月>
博士(英語学)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
Listening A
Listening B

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
Listening A
Listening B
Reading A
Reading B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ﾏﾊﾙｻﾞﾝ ﾗﾋﾞ
Maharjan, Ravi

(37)
<平成32年4月>
博士(英語学)

兼任 講師

ﾎﾘｳﾁ ﾏｻﾋｺ
堀内 正彦

(50)
<令和2年4月>
修士(心理学)※

心理学 心理学

兼任 講師

ﾎﾘｳﾁ ﾏｻﾋｺ
堀内 正彦

(50)
<平成32年4月>
修士(心理学)※

兼任 講師

ﾌﾕﾂｷ ﾘﾂ
冬月 律
(40)

<令和2年4月>
修士(宗教学)※

社会活動演習Ⅰ
社会活動演習Ⅱ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

社会活動演習Ⅰ
社会活動演習Ⅱ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

兼任 講師

ﾌﾕﾂｷ ﾘﾂ
冬月 律
(40)

<平成32年4月>
修士(宗教学)※



（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】
岩澤 知子教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
黒須 里美教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
近藤 彩教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
櫻井 良樹教授において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
杉浦 滋子教授において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
松島 正明教授において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
大関 浩美教授において、准教授から教授に昇格および担当科目の見直しにより、科目追加
匂坂 智子准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
宮下 和大准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
Morgan, Jason M.准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
内尾 太一准教授において、助教から准教授に昇格および担当科目の見直しにより、科目追加
大塚 秀治(兼担)教授において、退職により就任辞退
大野 正英(兼担)教授において、所属学部の都合により、科目削除
籠 義樹(兼担)教授において、担当科目の名称変更およびオムニバスによる開講の追加
上村 昌司(兼担)教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
川上 和久(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
佐藤 仁志(兼担)教授において、死亡により就任辞退
清水 麗(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
清水 千弘(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
髙辻 秀興(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
徳永 澄憲(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
豊嶋 建広(兼担)教授において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
中川 敏彰(兼担)教授において、担当科目の名称変更
中野 千秋(兼担)教授において、所属学部の都合により、就任辞退
堀内 一史(兼担)教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
正宗 鈴香(兼担)教授において、退職により就任辞退
松田 徹(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
井下 佳織(兼担)准教授において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
草本 晶(兼担)准教授において、所属学部の都合により、就任辞退
熊野 留理子(兼担)准教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
齋藤 貴志(兼担)准教授において、所属学部の都合により、科目削除
Schuetterle, Holger(兼担)准教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
瀬川 真由美(兼担)准教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
陳 玉雄(兼担)准教授において、新しく科目を担当することになり就任
Torikian,Merwyn.K(兼担)教授において、准教授から教授に昇格
山下 美樹(兼担)教授において、准教授から教授に昇格および所属学部の都合により、科目追加および削除
吉田 健一郎(兼担)准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
Walker, Richard John(兼担)准教授において、助教から准教授に昇格
Voulgaris, Gerasimos(兼担)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Grimaldi, Alessandro(兼担)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Samboo, Jaya Luxmi(兼担)講師において、所属学部の都合により、科目削除
Johnston, Seamus(兼担)講師において、新しく科目を担当することになり就任
Sneath, Robin Neil S.(兼担)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Barker, Bradley(兼担)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Belobrovy, Anna(兼担)講師において、退職により就任辞退
McLeish, David(兼担)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Mitchell, Colin(兼担)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
邱 瑋琪(兼担)助教において、担当科目の見直しにより、科目追加
内藤 知加恵(兼担)助教において、新しく科目を担当することになり新規採用就任
花田 太平(兼担)准教授において、助教から准教授に昇格
藤野 真也(兼担)助教において、新しく科目を担当することになり就任
森田 龍二(兼担)助教において、新しく科目を担当することになり就任
横田 理宇(兼担)助教において、新しく科目を担当することになり就任
秋山 まき子(兼任)講師において、退職により就任辞退
荒谷 友碩(兼任)講師において、退職により就任辞退
池崎 真也(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
石光 俊明(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
入江 珠代(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
大沼 博靖(兼任)講師において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
Orlando, Davide(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
加藤 朗(兼任)講師において、退職により就任辞退
加藤 澄恵(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
川端 健嗣(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Cunliffe, David John Dominic(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Gordon, Peter Frederick(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
齋藤 正樹(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
笹原 健(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Shea, Steven Russell(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
Steger, Christian(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
鈴木 未恵(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
宗 健(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
中道 嘉彦(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
中本 健作(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
西川 佳克(兼任)講師において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
樋口有記(兼任)講師において、退職により就任辞退
Hooper, Donevan Antonio(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Maharjan, Ravi(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
山﨑 彩(兼任)講師において、退職により就任辞退
米井 由美(兼任)講師において、退職により就任辞退
Luff,Peter Albert(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加
李 鴻谷(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
劉 光赤(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退

　　　　 　　　　



（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 1

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
15

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
13
13

= 100 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

6 6

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 1 13
9 6

［1］ ［0］ ［0］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

10 5

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［1］ ［0］ ［0］ ［△1］ ［0］

7 6 0 0 13

［△1］ ［0］

7 6 0 0 13

（9） (6) （0）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

［0］

0

［0］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（0） （15）

0 15

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）



時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
13

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

0

科目

後任補充状況

科目

科目

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

自由

人
科目

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由自由

計 計計 0

0

該当なし

番　号

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

必修 0 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

選択 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修

計 0

自由

選択

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし１

自由

必修

２

選択

自由

科目 必修

必修必修 科目

選択 科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

１

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修

選択

必修

選択

自由自由

２



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 自由

必修 必修

選択 科目 選択
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
自由

計 0 科目 計 0 計 0

選択 選択

自由

必修 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

２

１ 該当なし

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、



区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和２年）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

経済学部経営学科の入
学定員超過の是正に努
めること。

遵守事項 履行中

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

経営学科の昨年度入学定員
超過率が1.26倍だったが、
今年度は1.24倍に是正し
た。

入学定員の是正に引き続き
努めていく。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

７　その他全般的事項

＜国際学部　国際学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　　　①外部講師を招き、実際にアクティブラーニングを取り入れ、実践的にFDを実施した。
　　　②学内にて集合型の研修を行った。

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　全学的な組織としてファカルティディベロップメント（FD）委員会を設置し、研究科（大学院）の代表も
　委員として委嘱し、全学的な取り組みとして実施している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　　＜2019年度＞
　　　　　第1回：6月13日(木)　教員12名中10名参加　第2回：12月12(木)　教員12名中10名参加

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　＜2019年度＞
　　　　第1回：授業評価アンケートの件
　　　　第2回：2019年度第2学期授業評価アンケートにおける記名の件、2020年度以降の授業評価アンケートの件

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　①アクティブラーニングの基礎と実践（授業方法について研究会）
　　　②新任教員研修会

　ｂ　実施方法

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　①第1回：7月11日（木）45名参加　第2回：9月11日（水）35名参加　　第3回：11月7日（火）35名参加
　　　②9月11日（火）新任教員4名、大学執行部3名、事務局1名参加

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　①各授業へのアクティブラーニング取り組みに向け、各専攻及び教員が授業計画及びシラバス作成を行ってい
る。
　　　②建学の理念や教育目的に関する理解を深め、麗澤大学の一員としての自覚を深めた。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　・授業評価アンケート：1学期（7月11日（木）～7月24日（水））、
　　　　2学期（1月6日（月）～1月20日（月））に行った。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

     ・集計結果を該当教員にフィードバックし、必要な回答を求めた。その結果は、図書館で閲覧可能にした。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。



①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

（４） 自己点検・評価等に関する事項

　　・2014年度に大学機関別認証評価を受け、「日本高等教育評価機構が定める大学評価基準に適合している」
　　　と認定された。次回認証評価は、2021年度に機関別認証評価を受けるべく、学内で検討中。

　　　・本学部設置の趣旨・目的およびその教育内容を入試要項、ホームページ等で分かりやすく紹介した。
　　　　入学者選抜の段階から、提出された書類の審査や口頭試問を実施することによって、学部で
　　　　の学習に適合しているかどうかをより明確に審査した。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・自己点検・評価の結果は『麗澤大学年報』に取りまとめ、令和２年7月末　公表（予定）

　ｂ　公表方法

　　・大学ウェブサイト上に公開予定（令和２年7月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

≪ａで「有」の場合≫

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、



麗澤大学委員会規程 

昭和 62 年 4 月 1 日制定 

令和元年 6 月 13 日最近改正 

(目的)  

第 1 条 この規程は、麗澤大学学則第 13 条第 2 項の規定に基づき、本学に設置する委員会

に関する総括的事項について定めることを目的とする。 

  

(委員会の種類)  

第 2 条 本学に設置する常設の委員会は、次のとおりとする。 

(1) 学生委員会 

(2) 自己点検委員会 

(3) FD 委員会 

(4) 入学試験委員会 

(5) 教員倫理委員会 

(6) 紀要編集委員会 

(7) 寮教育委員会 

2 臨時の委員会は、必要に応じ学長が設置するものとする。 

  

(任務・業務)  

第 3 条 委員会は、学長の諮問に答えるとともに、必要事項の立案及び実施に当たる。 

2 委員会の業務は、本学の中期計画及び当該年度の事業計画に基づき、毎年度当初に確認

する。 

  

(構成・委嘱・任期)  

第 4 条 委員会は、委員長並びに委員をもって構成する。ただし、必要に応じて副委員長を

置くことができる。 

2 委員長、副委員長及び委員は、学長がこれを委嘱する。 

3 委員長、副委員長及び委員の任期は 1 年とし、毎年 4 月 1 日付けで委嘱する。ただし、

再任を妨げない。 

  

(委員長・副委員長)  

第 5 条 委員長は、委員会を主宰するとともに、学長の諮問事項について、答申及び報告の

義務を負う。 

2 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

  

第 6 条 削除 



  

第 7 条 削除 

  

(事務の所管)  

第 8 条 この規程に関する事務は、大学事務局教育研究支援グループが所管する。 

  

(規程の改廃)  

第 9 条 この規程の改廃は、大学執行部会議の意見を聴取した後、学長がこれを定める。 

  

附 則 

1 この規程は、昭和 62 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規程は、平成 2 年 4 月 1 日から改定施行する。 

3 この規程は、平成 4 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、次の規程は、廃止する。  

 (1) 運営会議規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (2) 企画常任委員会規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (3) 規程委員会規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (4) 留学生制度検討委員会規程(平成 2 年 4 月 1 日施行) 

4 この規程は、平成 5 年 4 月 1 日から改定施行する。 

5 この規程は、平成 6 年 4 月 1 日から改定施行する。 

6 この規程は、平成 6 年 7 月 16 日から改定施行する。 

7 この規程は、平成 7 年 4 月 1 日から改定施行する。 

8 この規程は、平成 9 年 4 月 1 日から改定施行する。 

9 この規程は、平成 12 年 4 月 1 日から改定施行する。 

10 この規程は、平成 14 年 4 月 1 日から改定施行する。 

11 この規程は、平成 15 年 10 月 1 日から改定施行する。 

12 この規程は、平成 16 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学同和教育推進委員会規程、麗澤大学安全衛生委

員会規程及び麗澤大学奨学生委員会規程は廃止する。  

13 この規程は、平成 16 年 6 月 1 日から改定施行する。 

14 この規程は、平成 17 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学特別教育活動委員会細則は、廃止する。  

15 この規程は、平成 18 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学図書館委員会細則、麗澤大学紀要等編集委員会

細則、麗澤大学就職指導委員会細則、麗澤大学入試制度検討委員会細則及び麗澤大学麗澤教

育編集委員会細則は、廃止する。  



16 この規程は、平成 20 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の道徳科学教育委員会細則は、廃止する。  

17 この規程は、平成 22 年 4 月 1 日から改定施行する。 

18 この規程は、平成 23 年 4 月 1 日から改定施行する。 

19 この規程は、平成 24 年 4 月 1 日から改定施行する。 

20 この規程は、平成 25 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学 I-Lounge 委員会細則は、廃止する。 

21 この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学広報戦略委員会細則、麗澤大学ホームカミング

デイ委員会細則、麗澤大学社会的責任推進委員会細則、麗澤大学寮教育委員会細則及び麗澤

大学出版会運営委員会細則は、廃止する。 

22 この規程は、平成 29 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学教職課程委員会細則は、廃止する。 

23 この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から改定施行する。 

24 この規程は、平成 30 年 10 月 1 日から改定施行する。 

25 この規程は、令和元年 6 月 13 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学学生委員会細則、麗澤大学自己点検委員会細則、

麗澤大学教育課程委員会細則、麗澤大学 FD 委員会細則、麗澤大学入学試験委員会細則、麗

澤大学教員倫理委員会細則、麗澤大学紀要編集委員会細則、麗澤大学留学・国際交流委員会

細則及び麗澤大学寮教育委員会細則は廃止する。 



設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヒロイケ　モトタカ ）

廣 池 幹 堂

（平成元年2月）

（ トクナガ　スミノリ ）

徳 永 澄 憲

（平成31年4月）

（ ノバヤシ　ヤスヒコ ）

野 林 靖 彦

（令和2年4月）

なし

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

　　　　　　令和２年度に報告する内容　→（２）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人廣池学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　麗澤大学

　　　　千葉県柏市光ヶ丘2丁目1番1号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒277－8686

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　国際学部 4 80 320
　　　グローバルビジネス学科

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

80人 ー

572 －

(－) (－)

[11] [－]

536 －

(－) (－)

[10] [－]

328 －

(－) (－)

[10] [－]

86 －

(－) (－)

[6] [－]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

経済学関係
年 人 年次 人

-

　学士（グロー
バルビジネス）

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度
平均入学定員

超 過 率

合格者数

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

備　　考

Ａ　 入学定員

人 人 人 1.07倍 -

(－)

[16]

志願者数

受験者数

Ｂ　 入学者数

1.07



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

ー ー ー ー ー ー ー ー 86 ー

[　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [6] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

ー ー ー ー ー ー ー ー

[　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

ー ー ー ー ー ー

[　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　ー　] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

ー ー ー ー

[　ー　] [　ー　] [　ー　] [　－　]

（　ー　） （　ー　） （　ー　） （　ー　）

　　・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

ー ー ー

（　－　） （　－　） （　－　） （　－　）

86

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　6　]

ー

（　－　）



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 平成２８年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

平成２８年度 - 人 - 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） -
平成２８年度の在学者数（ｂ） -

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） -
平成２９年度の在学者数（ｂ） -

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） -
平成３０年度の在学者数（ｂ） -

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） -
令和元年度の在学者数（ｂ） -

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 86

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#VALUE! ％

#VALUE! ％

#VALUE! ％

= = 0 ％

#VALUE! ％=

=

=

=

=

=

=

=

- 人

-

合　　計

人

令和元年度 - 人 - 人

人令和２年度 86 人 0

人平成３０年度 -

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２８年度

平成２９年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人

1
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Principles of Economics A 1後 2 1 Principles of Economics A 1後 2 1 0

Principles of Economics B 2前 2 1 Principles of Economics B 2前 2 1

Principles of Management A 1前 2 1 Principles of Management A 1前 2 1

Principles of Management B 1後 2 1 Principles of Management B 1後 2 1

経営学概論Ａ 1前 2 1 経営学概論Ａ 1前 2 1

経営学概論Ｂ 1後 2 1 経営学概論Ｂ 1後 2 1

経済原論Ａ 1後 2 1 経済原論Ａ 1後 2 1 0

経済原論Ｂ 2前 2 1 経済原論Ｂ 2前 2 1

Accounting A 2前 2 1 Accounting A 2前 2 1

Accounting B 2前 2 1 Accounting B 2前 2 1

Macroeconomics 2前 2 1 Macroeconomics 2前 2 1

Marketing A 2前 2 1 Marketing A 2前 2 1

Marketing B 2後 2 1 Marketing B 2後 2 1

Microeconomics 2前 2 1 Microeconomics 2前 2 1

Statistics A 2前 2 1 Statistics A 2前 2 1

Statistics B 2前 2 1 Statistics B 2前 2 1

グローバル基礎演習Ａ 2前 2 2 1 グローバル基礎演習Ａ 2前 2 2 1

グローバル基礎演習Ｂ 2後 2 2 1 グローバル基礎演習Ｂ 2後 2 2 1

マーケティング総論Ａ 2前 2 1 マーケティング総論Ａ 2前 2 1

マーケティング総論Ｂ 2後 2 1 マーケティング総論Ｂ 2後 2 1

マクロ経済学 2前 2 1 マクロ経済学 2前 2 1

ミクロ経済学 2前 2 1 ミクロ経済学 2前 2 1

経営情報Ａ 2前 2 1 経営情報Ａ 2前 2 1

経営情報Ｂ 2後 2 1 経営情報Ｂ 2後 2 1

経営組織論Ａ 2前 2 1 経営組織論Ａ 2前 2 1

経営組織論Ｂ 2後 2 1 経営組織論Ｂ 2後 2 1

世界経済論 2前 2 1 世界経済論 2前 2 1

統計学Ａ 2前 2 1 統計学Ａ 2前 2 1

統計学Ｂ 2後 2 1 統計学Ｂ 2後 2 1

入門計量経済学 2前 2 1 入門計量経済学 2前 2 1

簿記原理 2前 4 1 簿記原理 2前 4 1

国際地域研究入門 1後 2 1 国際地域研究入門 1後 2 1

グローバルリーダー論 2前 2 1 グローバルリーダー論 2前 2 1 0

グローバルリーダー海外研修（初級） 1前・後 2 1 グローバルリーダー海外研修（初級） 1前・後 2 1

Philosophy and Economic Behavior 2前 2 1 Philosophy and Economic Behavior 2前 2 1

Japan Studies A 2前 2 1 Japan Studies A 2前 2 1

Japan Studies B 2後 2 1 Japan Studies B 2後 2 1

Cultural Studies A 2前 2 1 Cultural Studies A 2前 2 1

Cultural Studies B 2後 2 1 Cultural Studies B 2後 2 1

国際開発協力概論 2前 2 1 国際開発協力概論 2前 2 1

国際社会論 2前 2 1 国際社会論 2前 2 1

国際コミュニケーション論 2前 2 1 国際コミュニケーション論 2前 2 1 0

コンピュータ科学 2前 2 1 コンピュータ科学 2前 2 1

データベース 2前 2 1 データベース 2前 2 1

情報技術実務演習 2後 2 1 情報技術実務演習 2後 2 1

プログラミング 2後 2 1 プログラミング 2後 2 1

金融論 2前 2 1 金融論 2前 2 1

経営史 2前 2 1 経営史 2前 2 1

日本経済史 2後 2 1 日本経済史 2後 2 1

簿記実務演習(初級) 2後 2 1 簿記実務演習(初級) 2後 2 1

経済学入門（中国語） 2前 2 1 経済学入門（中国語） 2前 2 1

経済数学 2前 2 1 経済数学 2前 2 1

中国専門書講読Ａ 2前 2 1 中国専門書講読Ａ 2前 2 1

中国専門書講読Ｂ 2後 2 1 中国専門書講読Ｂ 2後 2 1

現代中国入門Ａ 2前 2 1 現代中国入門Ａ 2前 2 1

現代中国入門Ｂ 2後 2 1 現代中国入門Ｂ 2後 2 1

小計（56科目） - 4 110 0 4 3 0 1 0 12 小計（56科目） - 4 110 0 6 2 0 2 0 12

Finance 3前 2 1 Finance 3前 2 1

International Economics 3前 2 1 International Economics 3前 2 1

グローバルマーケティング 3後 2 1 グローバルマーケティング 3後 2 1

東南アジア経済社会論 3前 2 1 東南アジア経済社会論 3前 2 1

北米経済論 3前 2 1 北米経済論 3前 2 1

会計学原理Ａ 3前 2 1 会計学原理Ａ 3前 2 1

会計学原理Ｂ 3後 2 1 会計学原理Ｂ 3後 2 1

経営戦略論 3前 2 1 経営戦略論 3前 2 1

国際開発経済論 3前 2 1 国際開発経済論 3前 2 1

International Business 3前 2 1 International Business 3前 2 1

Intercultural Communication 3後 2 1 Intercultural Communication 3後 2 1 0

Strategic Management 3前 2 1 Strategic Management 3前 2 1

ビジネスエシックス 3前 2 1 ビジネスエシックス 3前 2 1

２　授業科目の概要

＜国際学部　グローバルビジネス学科＞

（１）－① 授業科目表

【届出時】 【令和２年度】

科目
区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分 授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

学
科
専
門
科
目
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礎
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門
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群
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目

学
科
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基
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目

Ａ
群
科
目

上
級
専
門
科
目

Ａ
群
科
目
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級
専
門
科
目

Ａ
群
科
目
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国際経営論 3後 2 1 国際経営論 3後 2 1

人事管理論 3前 2 1 人事管理論 3前 2 1

機械学習 3後 2 1 機械学習 3後 2 1

AIビジネス 3前 2 1 AIビジネス 3前 2 1

グローバルファイナンス 3後 2 1 グローバルファイナンス 3後 2 1

グローバルリーダー海外研修（上級） 3前・後 2 1 1 グローバルリーダー海外研修（上級） 3前・後 2 1 1

中国経済論 3前 2 1 中国経済論 3前 2 1

ビッグデータ分析 3後 2 1 ビッグデータ分析 3後 2 1

経済倫理 3前 2 1 経済倫理 3前 2 1

計量経済学 3前 2 1 計量経済学 3前 2 1

国際金融論 3後 2 1 国際金融論 3後 2 1

中級マクロ経済学 3前 2 1 中級マクロ経済学 3前 2 1

中級ミクロ経済学 3後 2 1 中級ミクロ経済学 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

Human Resource Management 3後 2 1 Human Resource Management 3後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

Intermediate Macroeconomics 3前 2 1 Intermediate Macroeconomics 3前 2 1

Intermediate Microeconomics 3後 2 1 Intermediate Microeconomics 3後 2 1

Japan and Asia 3後 2 1 Japan and Asia 3後 2 1

Japanese Culture and Religion 3前 2 1 Japanese Culture and Religion 3前 2 1

Japanese Management 3前 2 1 Japanese Management 3前 2 1

Marketing Policy 3後 2 1 Marketing Policy 3後 2 1

Japanese Business Leaders 3後 2 2 Japanese Business Leaders 3後 2 2

Econometrics 3前 2 1 Econometrics 3前 2 1

Japanese Economy and Policy 3前 2 1 Japanese Economy and Policy 3前 2 1

Advanced Management 3後 2 1 Advanced Management 3後 2 1

History of US-Japan Relations 3後 2 1 History of US-Japan Relations 3後 2 1

EU経済社会論 3後 2 1 EU経済社会論 3後 2 1

イスラム経済圏 3後 2 1 イスラム経済圏 3後 2 1

アフリカ経済論 3後 2 1 アフリカ経済論 3後 2 1

インド経済論 3前 2 1 インド経済論 3前 2 1

北米社会論 3後 2 1 北米社会論 3後 2 1

中国社会論 3後 2 1 中国社会論 3後 2 1

国際協力論 3後 2 1 国際協力論 3後 2 1

ファミリービジネス論 3前 2 1 ファミリービジネス論 3前 2 1

労働経済学 3前 2 1 労働経済学 3前 2 1

財務分析論 3前 2 1 財務分析論 3前 2 1

小計（50科目） - 0 100 0 5 4 0 1 0 16 小計（50科目） - 0 100 0 6 3 0 1 0 16

スタートアップセミナー 1前 2 1 スタートアップセミナー 1前 2 1 1 1

基礎ゼミナールＡ 1前 2 2 1 基礎ゼミナールＡ 1前 2 2 0

基礎ゼミナールＢ 1後 2 2 1 基礎ゼミナールＢ 1後 2 2 1

小計（3科目） － 6 0 0 3 0 0 1 0 0 小計（3科目） － 6 0 0 3 1 0 2 0 0

観光文化概説 2後 2 1 観光文化概説 2後 2 1

観光ホスピタリティ論 2前 2 2 観光ホスピタリティ論 2前 2 2

観光フィールドワークＡ 2前・後 1 1 観光フィールドワークＡ 2前・後 1 1

観光フィールドワークＢ 2前・後 1 1 観光フィールドワークＢ 2前・後 1 1

国際関係論 3前 2 1 国際関係論 3前 2 1

国際法 3前 2 1 国際法 3前 2 1

観光ビジネス特論Ａ 3前 2 1 観光ビジネス特論Ａ 3前 2 1

観光ビジネス特論Ｂ 3後 2 1 観光ビジネス特論Ｂ 3後 2 1

観光デザイン論 3後 2 1 観光デザイン論 3後 2 1

NPO/NGO論 3前 2 1 NPO/NGO論 3前 2 1

企業と社会 3後 2 1 企業と社会 3後 2 1

Corporate Social Responsibility 3後 2 1 Corporate Social Responsibility 3後 2 1

Population Studies 3後 2 1 Population Studies 3後 2 1

グローバル・ガバナンス論 3後 2 1 グローバル・ガバナンス論 3後 2 1

小計（14科目） － 0 26 0 0 0 0 0 0 7 小計（14科目） － 0 26 0 0 0 0 0 0 7

ゼミナールＡ 3前 2 5 4 1 ゼミナールＡ 3前 2 6 3 1

ゼミナールＢ 3後 2 5 4 1 ゼミナールＢ 3後 2 6 3 1

ゼミナールＣ 4前 2 5 4 1 ゼミナールＣ 4前 2 6 3 1

ゼミナールＤ 4後 2 5 4 1 ゼミナールＤ 4後 2 6 3 1

小計（4科目） － 8 0 0 5 4 0 1 0 0 小計（4科目） － 8 0 0 6 3 0 1 0 0

現代社会と道徳科学Ａ 1前 2 4 現代社会と道徳科学Ａ（未開講） 1前 2 4

現代社会と道徳科学Ｂ 1後 2 1 3 現代社会と道徳科学Ｂ 1後 2 2 1 1 3

文化の多様性と価値－道徳科学Ａ－ 1後 2 4 文化の多様性と価値－道徳科学Ａ－ 1後 2 4

道徳科学Ａ 2前 2 1 2 8 道徳科学Ａ 2前 2 2 1 8

道徳科学Ｂ 2前・後 2 1 2 8 道徳科学Ｂ 2前・後 2 2 1 8

小計（5科目） - 4 6 0 2 2 0 0 0 13 小計（5科目） - 4 6 0 3 2 0 1 0 13

情報リテラシー 1前 2 8 情報リテラシー 1前 2 4

情報科学 1後 2 4 情報科学 1後 2 1 2

AIビジネス入門 1後 2 1

統計学入門 1後 2 1

PC実務演習 1前・後 2 1 PC実務演習（未開講） 1前・後 2 1

情報技術活用 1後 2 2 情報技術活用 1後 2 3

マルチメディア活用 2後 2 1 マルチメディア活用 2後 2 1

Webオーサリング 2前 2 1 Webオーサリング 2前 2 1

【届出時】 【令和２年度】

科目
区分 授業科目の名称
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任
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Corporate Governance and Business Ethics Corporate Governance and Business Ethics

Accounting System and Financial management Accounting System and Financial management
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データ解析の基礎 2後 2 1 データ解析の基礎 2後 2 1

IT実務演習 3前・後 2 1 IT実務演習 3前・後 2 1

基本情報実務演習 3後 2 1 基本情報実務演習 3後 2 1

コンピューターネットワーク 3前 2 1 コンピューターネットワーク 3前 2 1

情報セキュリティ 3後 2 1 情報セキュリティ 3後 2 1

小計（11科目） - 0 22 0 0 0 0 0 0 9 小計（13科目） - 0 26 0 0 0 0 1 0 10

English Communication Ⅰ 1前 2 9 English Communication Ⅰ 1前 2 7

English Communication Ⅱ 1後 2 10 English Communication Ⅱ 1後 2 7

English Communication Ⅲ 2前 2 8 English Communication Ⅲ 2前 2 7

English Communication Ⅳ 2後 2 7 English Communication Ⅳ 2後 2 7

TOEFL A 1前 1 1 1 2 TOEFL A 1前 1 0 1 0

TOEFL B 1後 1 1 1 2 TOEFL B 1後 1 0 1 0

Business English A 1前 1 1 Business English A 1前 1 1

Business English B 1後 1 1 Business English B 1後 1 1

English Summer Seminar 1前 4 1 English Summer Seminar 1前 4 1

Reading and Writing Workshop Ⅰ 1前 2 2 Reading and Writing Workshop Ⅰ 1前 2 1

Reading and Writing Workshop Ⅱ 1後 2 2 Reading and Writing Workshop Ⅱ 1後 2 1

Listening A 1前 1 1 2 Listening A 1前 1 0 2

Listening B 1後 1 1 2 Listening B 1後 1 0 2

Reading A 1前 1 3 Reading A 1前 1 1 2

Reading B 1後 1 3 Reading B 1後 1 1 2

Writing A 1前 1 3 Writing A 1前 1 3

Writing B 1後 1 3 Writing B 1後 1 3

英語特別演習Ａ 1後 1 1 英語特別演習Ａ 1後 1 1

英語特別演習Ｂ 2前 1 1 英語特別演習Ｂ 2前 1 1

海外語学研修（英語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ⅰ 1前・後 2 1 1

海外語学研修（英語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ⅱ 1前・後 2 1 1

中国語Ⅰ 1前 2 8 中国語Ⅰ 1前 2 8

中国語Ⅱ 1後 2 8 中国語Ⅱ 1後 2 8

中国語Ⅲ 2前 2 4 中国語Ⅲ 2前 2 4

中国語Ⅳ 2後 2 4 中国語Ⅳ 2後 2 4

中国語特別演習Ａ 1後 1 1 中国語特別演習Ａ 1後 1 1

中国語特別演習Ｂ 2前 1 1 中国語特別演習Ｂ 2前 1 1

海外語学研修（中国語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ⅰ 1前・後 2 1

海外語学研修（中国語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ⅱ 1前・後 2 1

韓国語Ⅰ 1前 2 4 韓国語Ⅰ 1前 2 4

韓国語Ⅱ 1後 2 4 韓国語Ⅱ 1後 2 4

韓国語Ⅲ 2前 2 1 韓国語Ⅲ 2前 2 1

韓国語Ⅳ 2後 2 1 韓国語Ⅳ 2後 2 1

韓国語特別演習Ａ 1後 1 1 韓国語特別演習Ａ 1後 1 1

韓国語特別演習Ｂ 2前 1 1 韓国語特別演習Ｂ 2前 1 1

海外語学研修（韓国語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（韓国語）Ⅰ 1前・後 2 1

海外語学研修（韓国語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（韓国語）Ⅱ 1前・後 2 1

ドイツ語Ⅰ 1前 2 4 ドイツ語Ⅰ 1前 2 4

ドイツ語Ⅱ 1後 2 4 ドイツ語Ⅱ 1後 2 4

ドイツ語Ⅲ 2前 2 2 ドイツ語Ⅲ 2前 2 2

ドイツ語Ⅳ 2後 2 2 ドイツ語Ⅳ 2後 2 2

ドイツ語特別演習Ａ 1後 1 1 ドイツ語特別演習Ａ 1後 1 1

ドイツ語特別演習Ｂ 2前 1 1 ドイツ語特別演習Ｂ 2前 1 1

海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ 1前・後 2 1

海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ 1前・後 2 1

小計（45科目） - 10 64 0 1 2 0 0 0 35 小計（45科目） - 10 64 0 2 1 0 0 0 30

キャリア形成入門 2前 2 1 キャリア形成入門 2前 2 1

キャリア形成研究 3後 2 1 キャリア形成研究 3後 2 1

キャリア形成演習 3後 2 1 キャリア形成演習 3後 2 1

麗澤スピリットとキャリア 1前 2 1 麗澤スピリットとキャリア 1前 2 2

ジェンダーとキャリア形成 1後 2 1 グローバルキャリア研究 2後 2 1

インターンシップＡ 2前・後 1 1 インターンシップＡ 2前・後 1 1

インターンシップＢ 2前・後 1 1 インターンシップＢ 2前・後 1 1

基礎・学際演習Ａ 2前 2 2 基礎・学際演習Ａ 2前 2 2

基礎・学際演習Ｂ 2後 2 1 基礎・学際演習Ｂ 2後 2 1

基礎・学際演習Ｃ 3前 2 2 基礎・学際演習Ｃ 3前 2 2

基礎・学際演習Ｄ 3前 2 1 基礎・学際演習Ｄ 3前 2 1

基礎・学際演習Ｅ 3後 2 2 基礎・学際演習Ｅ 3後 2 2

基礎・学際演習Ｆ 3後 2 1 基礎・学際演習Ｆ 3後 2 1

小計（13科目） - 0 24 0 0 0 0 0 0 4 小計（13科目） - 0 24 0 0 0 0 0 0 5

環境科学 1前 2 1 環境科学 1前 2 1

健康科学 1前 2 1 健康科学 1前 2 2

行政学 1後 2 1 行政学 1後 2 1

行政法 1前 2 1 行政法 1前 2 1

人間学 2前 2 1 人間学 2前 2 1

心理学 1前 2 1 心理学 1前 2 1

社会学 1後 2 1 社会学 1後 2 0 1

政治学Ａ 1前 2 1 政治学Ａ 1前 2 1

政治学Ｂ 1後 2 1 政治学Ｂ 1後 2 1

日本国憲法 1前・後 2 1 日本国憲法 1前・後 2 1

【届出時】 【令和２年度】

科目
区分 授業科目の名称
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任
・
兼
担
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民法 1前 2 1 民法 1前 2 1

麗澤スタディーズ 1前 2 5 麗澤スタディーズ 1前 2 2 7

トラベルジオグラフィー 2後 2 1 トラベルジオグラフィー 2後 2 1

自主企画ゼミナール 1前・後 2 自主企画ゼミナール 1前・後 2

麗澤・地域連携実習 1前 2 1 麗澤・地域連携実習（未開講） 1前 2 2

メディア社会論 2後 2 1 メディア社会論 2後 2 1

世界史概論Ａ 2後 2 1 世界史概論Ａ 2後 2 1

世界史概論Ｂ 2前 2 1 世界史概論Ｂ 2前 2 1

地誌 2後 2 1 地誌 2後 2 1

地理学概論Ａ 2前 2 1 地理学概論Ａ 2前 2 1

地理学概論Ｂ 2後 2 1 地理学概論Ｂ 2後 2 1

哲学概論Ａ 2前 2 1 哲学概論Ａ 2前 2 1

哲学概論Ｂ 2後 2 1 哲学概論Ｂ 2後 2 1

日本史概論Ａ 2前 2 1 日本史概論Ａ 2前 2 1

日本史概論Ｂ 2後 2 1 日本史概論Ｂ 2後 2 1

法学概論Ａ 2前 2 1 法学概論Ａ 2前 2 1

法学概論Ｂ 2後 2 1 法学概論Ｂ 2後 2 1

イタリアの言語と文化 1前 2 1 イタリアの言語と文化 1前 2 1

フランス語と文化 1前 2 1 フランス語と文化 1前 2 1

スペイン語と文化 1後 2 1 スペイン語と文化 1後 2 1

台湾語と東アジアの文化 1後 2 1 台湾語と東アジアの文化 1後 2 1

海外語学研修（英語）Ａ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ａ 1前・後 2 1

海外語学研修（英語）Ｂ 1前・後 2 1 海外語学研修（英語）Ｂ 1前・後 2 1

海外語学研修（ドイツ語）Ａ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ａ 1前・後 2 1

海外語学研修（ドイツ語）Ｂ 1前・後 2 1 海外語学研修（ドイツ語）Ｂ 1前・後 2 1

海外語学研修（中国語）Ａ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ａ 1前・後 2 1

海外語学研修（中国語）Ｂ 1前・後 2 1 海外語学研修（中国語）Ｂ 1前・後 2 1

短期海外研修Ａ 2前・後 2 1 短期海外研修Ａ 2前・後 2 1

短期海外研修Ｂ 2前・後 2 1 短期海外研修Ｂ 2前・後 2 1

労働法入門 1前 2 1 労働法入門 1前 2 1

グローバル化と日本 2後 2 1 グローバル化と日本 2後 2 1

国際情勢論 2前 2 1 国際情勢論 2前 2 1

ライフスタイル論 2後 2 1 ライフスタイル論 2後 2 1

スポーツ・健康と社会 1後 2 1 スポーツ・健康と社会 1後 2 1

スポーツ科学概論 2前 2 1 スポーツ科学概論 2前 2 1

スポーツとモラル 2後 2 1 スポーツとモラル 2後 2 1

スポーツの理論と実習 1後 2 1 スポーツの理論と実習 1後 2 1

スポーツコンディショニング実習 2後 2 1 スポーツコンディショニング実習 2後 2 1

スポーツ実習Ｓ 1前・後 1 4 スポーツ実習ＳA（未開講） 1前・後 1 4

スポーツ実習ＳB（未開講） 1前・後 1 4

救急処置法 3後 2 1 救急処置法 3後 2 1

レクリエーション理論と実習Ⅰ 1前 2 1 1前 2 1

レクリエーション理論と実習Ⅱ 2前 2 1 レクリエーション理論と実習Ⅱ 2前 2 1

小計（52科目） - 0 103 0 3 1 0 0 0 29 小計（53科目） - 0 104 0 4 1 0 0 0 30

- 32 455 0 6 5 0 1 0 93 - 32 460 0 9 4 0 2 0 88

【届出時】 【令和２年度】
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レクリエーション理論と実習Ⅰ（未開講）

合計（253科目） 合計（256科目）

科目
区分 授業科目の名称

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

【卒業要件】
①基礎専門科目：必修4単位を含め、34単位以上
　ただし、A群科目より必修4単位を含め24単位修得すること。
②上級専門科目：26単位以上
　ただし、A群科目より16単位修得すること。
③卒業研究科目：必修8単位
④学部共通科目：必修6単位を含め、10単位以上
　ただし、初年次教育科目より必修6単位、学部共通科目より4単位修得すること。
⑤全学共通科目：必修14単位を含め、34単位以上
　ただし、道徳科目より必修4単位、情報科目より4単位、
　外国語科目より必修10単位を含め16単位、キャリア科目より6単位修得すること。
⑥上記①～⑤を含めて、124単位以上修得すること。
⑦外国人留学生は、以下の卒業要件を含めて、124単位以上修得すること。
　1）基礎専門科目：必修4単位を含め、34単位以上
　　ただし、A群科目より必修4単位を含め24単位修得すること。
　2）上級専門科目：26単位以上
　　ただし、A群科目より16単位修得すること。
　3）卒業研究科目：必修8単位
　4）学部共通科目：必修6単位を含め、10単位以上
　　ただし、初年次教育科目より必修6単位、学部共通科目より4単位修得すること。
　5）全学共通科目：必修4単位を含め、28単位以上
　　ただし、道徳科目より必修4単位、情報科目より4単位、
　　外国語科目より10単位、キャリア科目より6単位修得すること。
⑧GBSコースを選択する学生は、「経済原論Ａ」、「経済原論Ｂ」、
　「経営学概論Ａ」、「経営学概論Ｂ」、「簿記原理」、「マクロ経済学」、
　「マーケティング総論Ａ」、「マーケティング総論Ｂ」、「ミクロ経済学」、
　「統計学Ａ」、「統計学Ｂ」、「中級マクロ経済学」、「中級ミクロ経済学」、
　「計量経済学」の履修単位を卒業要件に含めることはできない。
⑨GBSコース以外を選択する学生は、「Principles of Economics A」、
　「Principles of Economics B」、「Principles of Management A」、
　「Principles of Management B」、「Accounting A」、「Accounting B」、
　「Macroeconomics」、「Marketing A」、「Marketing B」、「Microeconomics」、
　「Statistics A」、「Statistics B」、「Intermediate Macroeconomics」、
　「Intermediate Microeconomics」、「Econometrics」の履修単位を
　卒業要件に含めることはできない。

（履修科目の登録の上限：1・2年次は20単位（学期）、3・4年次は18単位（学期））

【卒業要件】
①基礎専門科目：必修4単位を含め、34単位以上
　ただし、A群科目より必修4単位を含め24単位修得すること。
②上級専門科目：26単位以上
　ただし、A群科目より16単位修得すること。
③卒業研究科目：必修8単位
④学部共通科目：必修6単位を含め、10単位以上
　ただし、初年次教育科目より必修6単位、学部共通科目より4単位修得すること。
⑤全学共通科目：必修14単位を含め、34単位以上
　ただし、道徳科目より必修4単位、情報科目より4単位、
　外国語科目より必修10単位を含め16単位、キャリア科目より6単位修得すること。
⑥上記①～⑤を含めて、124単位以上修得すること。
⑦外国人留学生は、以下の卒業要件を含めて、124単位以上修得すること。
　1）基礎専門科目：必修4単位を含め、34単位以上
　　ただし、A群科目より必修4単位を含め24単位修得すること。
　2）上級専門科目：26単位以上
　　ただし、A群科目より16単位修得すること。
　3）卒業研究科目：必修8単位
　4）学部共通科目：必修6単位を含め、10単位以上
　　ただし、初年次教育科目より必修6単位、学部共通科目より4単位修得すること。
　5）全学共通科目：必修4単位を含め、28単位以上
　　ただし、道徳科目より必修4単位、情報科目より4単位、
　　外国語科目より10単位、キャリア科目より6単位修得すること。
⑧GBSコースを選択する学生は、「経済原論Ａ」、「経済原論Ｂ」、
　「経営学概論Ａ」、「経営学概論Ｂ」、「簿記原理」、「マクロ経済学」、
　「マーケティング総論Ａ」、「マーケティング総論Ｂ」、「ミクロ経済学」、
　「統計学Ａ」、「統計学Ｂ」、「中級マクロ経済学」、「中級ミクロ経済学」、
　「計量経済学」の履修単位を卒業要件に含めることはできない。
⑨GBSコース以外を選択する学生は、「Principles of Economics A」、
　「Principles of Economics B」、「Principles of Management A」、
　「Principles of Management B」、「Accounting A」、「Accounting B」、
　「Macroeconomics」、「Marketing A」、「Marketing B」、「Microeconomics」、
　「Statistics A」、「Statistics B」、「Intermediate Macroeconomics」、
　「Intermediate Microeconomics」、「Econometrics」の履修単位を
　卒業要件に含めることはできない。

（履修科目の登録の上限：1・2年次は20単位（学期）、3・4年次は18単位（学期））



【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

・教育上の効果を向上させるため、専任教員採用により、「Principles of Economics A」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に
変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員採用により、「経済原論A」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担１」から「兼任・兼担０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「グローバルリーダー論」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「国際コミュニケーション論」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「Intercultural Communication」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「スタートアップセミナー」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に、「助教０」から「助教１」変更。
・担当予定者の健康上の理由により、担当者変更のため、「基礎ゼミナールA」の専任教員等の配置を「助教１」から「助教０」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「ゼミナールＡ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「ゼミナールＢ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「ゼミナールＣ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「ゼミナールＤ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「現代社会と道徳科学Ａ」を未開講とした。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「現代社会と道徳科学Ｂ」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に、「准教授０」から「准教授１」に、「助教０」から
「助教１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「道徳科学Ａ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・担当者の教員身分昇格により、「道徳科学Ｂ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・全学から学部単位のクラス展開に変更したため、「情報リテラシー」の専任教員等の配置を「兼任・兼担８」から「兼任・兼担４」に変更。
・担当予定者の退職および専任教員の採用による担当者変更により、「情報科学」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教１」に、「兼任・兼担４」から「兼任・兼担２」に変更。
・全学的にデータサイエンスの学びを強化するため、「AIビジネス入門」を新規科目として追加。
・全学的にデータサイエンスの学びを強化するため、「統計学入門」を新規科目として追加。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「PC実務演習」を未開講とした。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「情報技術活用」の専任教員等の配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担３」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「English Communication Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担９」から「兼任・兼担７」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「English Communication Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１０」から「兼任・兼担７」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「English Communication Ⅲ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担８」から「兼任・兼担７」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「TOEFL A」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に、「兼任・兼担２」から「兼任・兼担０」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「TOEFL B」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に、「兼任・兼担２」から「兼任・兼担０」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「Reading and Writing Workshop Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・担当予定者の退職のため、担当者変更により、「Reading and Writing Workshop Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼任・兼担２」から「兼任・兼担１」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「Listening A」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「Listening B」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「Reading A」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担３」から「兼任・兼担２」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「Reading B」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に、「兼任・兼担３」から「兼任・兼担２」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員追加により、「海外語学研修（英語）Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、専任教員追加により、「海外語学研修（英語）Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「麗澤スピリットとキャリア」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・誤記により、授業科目の名称を「ジェンダーとキャリア形成」から「グローバルキャリア研究」に変更。
・誤記により、「グローバルキャリア研究」の配当年次を「１後」から「２後」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「健康科学」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・時間割調整に伴う担当者変更により、「社会学」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」に、「兼任・兼担０」から「兼任・兼担１」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「麗澤スタディーズ」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授２」に、「兼任・兼担５」から「兼任・兼担７」に変更。
・教育上の効果を向上させるため、担当者追加により、「麗澤・地域連携実習」の専任教員等の配置を「兼任・兼担１」から「兼任・兼担２」に変更。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「麗澤・地域連携実習」を未開講とした。
・カリキュラム充実のため、授業科目の名称を「スポーツ実習Ｓ」から「スポーツ実習ＳＡ」に変更。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「スポーツ実習ＳＡ」を未開講とした。
・カリキュラム充実のため、「スポーツ実習ＳＢ」を新規科目として追加。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「スポーツ実習ＳＢ」を未開講とした。
・新型コロナウイルスに伴うオンラインによる授業のため、「レクリエーション理論と実習Ⅰ」を未開講とした。

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

256

[　　　　] [　　３　] [　　　　] [　　　　]

16 237 0 253 16 240 0



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

1 現代社会と道徳科学A 2 1前 一般 選択

2 PC実務演習 2 1前・後 一般 選択

3 麗澤・地域連携実習 2 1前 一般 選択

4 スポーツ実習SA 1 1前・後 一般 選択

5 スポーツ実習SB 1 1前・後 一般 選択

6 レクリエーション理論と実習Ⅰ 2 1前 一般 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

6

253

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、2学期（後期）開講
とした。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため休講とし、代替措置
は無しとした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、1学期（前期）分を
休講とした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、1学期（前期）分を
休講とした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、1学期（前期）分を
休講とした。

新型コロナウイルスに伴うオンライン
による授業のため、2学期（後期）開講
とした。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う、オンラインによる授業実施を導入したため、オンラインでは
実施が難しいと判断した科目を未開講とした。未開講6科目の内、3科目はもともと1学期（前期）・2学
期（後期）の両学期開講科目であるため、大きな影響はないものと判断した。1学期のみ開講を予定し
ていた3科目の内、2科目は2学期に開講する代替処置をとった。残りの1科目は、次年度以降の履修機会
を利用することで問題ないと判断した。なお、学生へは本学ポータルシステムにて周知徹底した。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.37



備考

大学全体

学部単位での特定不能
なため、大学全体の数

【図書・学術雑誌・電
子ジャーナル・視聴覚
資料】
受入数変動による変更
（２）
【機械・器具】
除却による減少と
2018・2019年度取得に
よる増加（２）

　　　　を併せて提出してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

学生納付金以外の維持方法の概要 資産運用収入、寄付金、雑収入等

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

1,390千円 1,130千円 1,130千円

4,187千円

学生１人当
り

納付金 1,130千円 千円 千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費
17,300千円
20,061千円

16,800千円
20,061千円

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

16,800千円
20,061千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円 設備購入費 120,038千円 56,034千円

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学全体
5,142.40㎡ テニスコート 3面

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

6,228.15㎡ 321席 652,500冊
大学全体

0

（505,618
〔181,677〕）

4,091〔1,665〕
（4,187〔1,117〕）

7,056〔6,871〕
（20,044

(11,554)
（11,547）

553
（596）

（0）
計

506,000〔182,000〕
509,400〔181,210〕

4,091〔1,665〕
4,400〔1,320〕

7,056〔6,871〕
20,044〔19,872〕

11600
11620

553
596

11600
11620

553
596

0

機械・器具 標　　本視聴覚資料

（505,618
〔181,677〕）

（4,091〔1,665〕）
（4,187〔1,117〕）

（7,056〔6,871〕）
（20,044

(11,554)
（11,547）

553
（596）

（0）

点 点 点

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

国際学部
グローバル
ビジネス学科

506,000〔182,000〕
509,400〔181,210〕

4,091〔1,665〕
4,400〔1,320〕

7,056〔6,871〕
20,044〔19,872〕

（37,395.48 ㎡）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

令和2年4月専任教員2名
を新規採用のため（２）

国際学部　グローバルビジネス学科
16

　　14
室

3 室 0 室
8 室 0 室

（補助職員　0人） （補助職員　0人）

合　　　計 117,968.08 ㎡ 16,794.00 ㎡ 93,170.00 ㎡ 227,932.08 ㎡

（0.00㎡） （0.00㎡） （37,395.48 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

80 室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

37,395.48 ㎡ 0.00㎡ 0.00㎡ 37,395.48 ㎡

79,092.73 ㎡

運動場用地 7,979.00 ㎡ 16,794.00 ㎡

そ　の　他 41,514.00 ㎡ 0.00 ㎡ 54,833.35 ㎡ 96,347.35 ㎡

【図書購入費】予算変
動による変更（２）

図書費には、電子
ジャーナル購入及び
データベース運用経費
を含む

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

27,719.00 ㎡ 52,492.00 ㎡

小　　　計 76,454.08 ㎡ 16,794.00 ㎡ 38,336.65 ㎡ 131,584.73 ㎡

麗澤中学校と共用
(収容定員：450人)
(面積基準：5,700㎡)
麗澤高等学校と共用
(収容定員：720人)
(面積基準：8,400㎡)

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 68,475.08 ㎡ 0.00 ㎡ 10,617.65 ㎡



４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

外国語学部

　外国語学科 4 220 - 880 学士
（文学）

1.15 1.10 - 平成20
令和2年度定員変
更（△80）

経済学部

　経済学科 4 110 - 440 学士
（経済学）

1.16 1.23 - 平成20 同上
令和2年度定員変
更（△60）

　経営学科 4 110 - 440 学士
（経営学）

1.31 1.24 - 平成20 同上
令和2年度定員変
更（△20）

国際学部

　国際学科 4 80 - 320
学士
（国際コ

ミュニケー
ション）

0.91 0.91 令和2 令和2 同上

　グローバル
　ビジネス学科

4 80 - 320
学士

（グローバ
ルビジネ

ス）

1.07 1.07 令和2 令和2 同上

言語教育研究科

　日本語教育専攻
　博士前期課程

2 6 - 12 修士
（文学）

1.16 1.00 - 平成8年度 同上

　日本語教育専攻
　博士後期課程

3 - - 6 博士
（文学）

- - - 平成10年度 同上
令和2年より学生
募集停止

　比較文明文化専攻
　博士前期課程

2 - - - 修士
（文学）

- - - 平成13年度 同上
平成31年より学
生募集停止

　比較文明文化専攻
　博士後期課程

3 - - 3 博士
（文学）

- - - 平成13年度 同上
平成31年より学
生募集停止

　英語教育専攻
　修士課程

2 - - - 修士
（文学）

- - - 平成18年度 同上
平成31年より学
生募集停止

経済研究科

　経済学専攻
　修士課程

2 - - - 修士
（経済学）

- - - 平成24年度 同上
平成31年より学
生募集停止

　経営学専攻
　修士課程

2 10 - 20 修士
（経済学）

0.65 0.6 - 平成24年度 同上

　経済学・経営学専攻
　博士後期課程

3 3 - 9
博士

（経済学）
（経営学）

0.22 0 - 平成24年度 同上

学校教育研究科

　道徳教育専攻
　修士課程

2 6 - 12 修士
（教育学）

1.16 1.00 - 平成30年度 同上

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

学位又
は称号

開設
年度

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

該当なし

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

　麗　麗　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

令和2年度
入学定員
超過率

千葉県柏市光ヶ
丘
2丁目1番1号



【届出時】 【令和２年度】

専 教授

ﾅｶﾑﾗ ｱｷﾋﾛ
中村 昭裕

(60)
<令和2年4月>
修士(経済学)

Principles of Economics A
経済原論Ａ
基礎ゼミナールＡ
基礎ゼミナールＢ

専 教授

ﾅｶﾉ ﾁｱｷ
中野 千秋

(64)
<令和2年4月>
Ph.D(米国)

Principles of Management A
Principles of Management B
経営組織論Ａ
経営組織論Ｂ
Japanese Business Leaders※
基礎ゼミナールＡ
基礎ゼミナールＢ
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
現代社会と道徳科学Ｂ※

Principles of Management A
Principles of Management B
経営組織論Ａ
経営組織論Ｂ
グローバルリーダー海外研修（初
級）
Japanese Business Leaders※
基礎ゼミナールＡ
基礎ゼミナールＢ
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
現代社会と道徳科学Ｂ※

専 教授

ﾅｶﾉ ﾁｱｷ
中野 千秋

(64)
<平成32年4月>
Ph.D(米国)

専 教授

ﾅｶﾞﾀ ﾏｻﾋﾛ
永田 雅啓

(68)
<令和2年4月>

学士(農業経済学)

Principles of Economics A
経済原論Ａ
Microeconomics
ミクロ経済学
世界経済論

Principles of Economics A
経済原論Ａ
Microeconomics
ミクロ経済学
世界経済論

専 教授

ﾅｶﾞﾀ ﾏｻﾋﾛ
永田 雅啓

(68)
<平成32年4月>

学士(農業経済学)

専 教授

ﾄｸﾅｶﾞ ｽﾐﾉﾘ
徳永 澄憲

(68)
<令和2年4月>
Ph.D.(米国)

Principles of Economics B
経済原論Ｂ
Macroeconomics
マクロ経済学
グローバルリーダー海外研修(初
級)

Principles of Economics B
経済原論Ｂ
Macroeconomics
マクロ経済学
グローバルリーダー海外研修
（初級）
現代社会と道徳科学Ｂ※
麗澤スタディーズ※

専 教授

ﾄｸﾅｶﾞ ｽﾐﾉﾘ
徳永 澄憲

(68)
<平成32年4月>
Ph.D.(米国)

専 教授

ｵｵﾊﾞ ﾋﾛﾕｷ
大場 裕之

(66)
<令和2年4月>

Ph.D. in Economics(インド)

国際経営論
グローバルリーダー海外研修(上
級)
Japanese Management
Japanese Business Leaders※
アフリカ経済論【隔年】
インド経済論【隔年】
基礎ゼミナールＡ
基礎ゼミナールＢ
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
ライフスタイル論

国際経営論
グローバルリーダー海外研修(上
級)
Japanese Management
Japanese Business Leaders※
アフリカ経済論【隔年】
インド経済論【隔年】
基礎ゼミナールＡ
基礎ゼミナールＢ
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
ライフスタイル論

専 教授

ｵｵﾊﾞ ﾋﾛﾕｷ
大場 裕之

(66)
<平成32年4月>

Ph.D. in Economics(インド)

専
教授

ｳﾞｨｸﾄﾘｱ ﾐﾛｼｭﾆｯｸ
Victoria, Miroshnik

(50)
<令和2年4月>

PhD in Management(英国)

Marketing A
Marketing B
グローバル基礎演習Ａ
グローバル基礎演習Ｂ
International Business
Strategic Management
Human Resource Management
Marketing Policy
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ

Marketing A
Marketing B
グローバル基礎演習Ａ
グローバル基礎演習Ｂ
International Business
Strategic Management
Human Resource Management
Marketing Policy
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ

専
教授

ｳﾞｨｸﾄﾘｱ ﾐﾛｼｭﾆｯｸ
Victoria, Miroshnik

(50)
<平成32年4月>

PhD in Management(英国)

担当授業科目名
担当授業科目名

５　教員組織の状況

＜国際学部　グローバルビジネス学科＞

(１)ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

ｼﾉﾄｳ ﾘｮｳｺ
篠藤 涼子

(39)
<令和2年4月>
博士(経営学)

Accounting A
Accounting B
グローバル基礎演習Ａ
グローバル基礎演習Ｂ
簿記原理
簿記実務演習(初級)
Accounting System and
Financial management
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ

Accounting A
Accounting B
グローバル基礎演習Ａ
グローバル基礎演習Ｂ
簿記原理
簿記実務演習(初級)
Accounting System and
Financial management
スタートアップセミナー
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ

専
准教
授

ｼﾉﾄｳ ﾘｮｳｺ
篠藤 涼子

(39)
<平成32年4月>
博士(経営学)

専
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾕｷﾀｶ
齋藤 之誉

(53)
<令和2年4月>
修士(教育学)

トラベルジオグラフィー
地誌
地理学概論Ａ
地理学概論Ｂ

トラベルジオグラフィー
地誌
地理学概論Ａ
地理学概論Ｂ

専
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾕｷﾀｶ
齋藤 之誉

(53)
<平成32年4月>
修士(教育学)

専
准教
授

ｸﾏﾉ ﾙﾘｺ
熊野 留理子

(50)
<令和2年4月>

PhD in Education(米国)

History of US-Japan Relations
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
Listening A
Listening B

History of US-Japan Relations
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
Listening A
Listening B

専
准教
授

ｸﾏﾉ ﾙﾘｺ
熊野 留理子

(50)
<平成32年4月>

PhD in Education(米国)

専 教授

ﾗｳ ｼﾝ ｲｰ
Lau, Sim yee

(58)
<令和2年4月>
国際文化博士

グローバル基礎演習Ａ
グローバル基礎演習Ｂ
国際開発協力概論
International Economics
東南アジア経済社会論【隔年】
北米経済論【隔年】
国際開発経済論
Intermediate Microeconomics
Japan and Asia
イスラム経済圏【隔年】
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
世界経済論

グローバル基礎演習Ａ
グローバル基礎演習Ｂ
国際開発協力概論
International Economics
東南アジア経済社会論【隔年】
北米経済論【隔年】
国際開発経済論
Intermediate Microeconomics
Japan and Asia
イスラム経済圏【隔年】
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
世界経済論

専 教授

ﾗｳ ｼﾝ ｲｰ
Lau, Sim yee

(58)
<平成32年4月>
国際文化博士

専 教授

ﾔｷﾞ ﾋﾃﾞﾂｸﾞ
八木 秀次

(58)
<令和2年4月>
法学修士※

日本国憲法
法学概論Ａ
法学概論Ｂ

日本国憲法
法学概論Ａ
法学概論Ｂ

専 教授

ﾔｷﾞ ﾋﾃﾞﾂｸﾞ
八木 秀次

(58)
<平成32年4月>
法学修士※

専 教授

ﾎﾘｳﾁ ｶｽﾞﾉﾌﾞ
堀内 一史

(65)
<令和2年4月>
M.A.(米国)

国際地域研究入門
グローバルリーダー海外研修(初
級)
国際社会論
Japanese Culture and Religion
北米社会論【隔年】
スタートアップセミナー
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
English Summer Seminar
社会学

国際地域研究入門
グローバルリーダー海外研修
（初級）
国際社会論
Japanese Culture and Religion
北米社会論
スタートアップセミナー
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
現代社会と道徳科学Ｂ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
English Summer Seminar
海外語学研修（英語）Ⅰ
海外語学研修（英語）Ⅱ
社会学
麗澤スタディーズ※

専 教授

ﾎﾘｳﾁ ｶｽﾞﾉﾌﾞ
堀内 一史

(65)
<平成32年4月>
M.A.(米国)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

コンピュータ科学
情報技術実務演習
情報リテラシー
情報科学
IT実務演習
基本情報実務演習【隔年】
コンピューターネットワーク
情報セキュリティ

兼担 教授

ｵｵﾂｶ ﾋﾃﾞﾊﾙ
大塚 秀治

(63)
<平成32年4月>

文学修士

兼担 教授

ｵｵﾀ ﾋﾃﾞﾔ
太田 秀也

(56)
<令和2年4月>
博士(工学)

行政学
行政法

行政学
行政法

兼担 教授

ｵｵﾀ ﾋﾃﾞﾔ
太田 秀也

(56)
<平成32年4月>
博士(工学)

兼担 教授

ｳﾒﾀﾞ ﾄｵﾙ
梅田 徹
(63)

<令和2年4月>
法学修士※

国際法
企業と社会
Corporate Social
Responsibility
グローバル・ガバナンス論
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

国際法
企業と社会
Corporate Social
Responsibility
グローバル・ガバナンス論
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

兼担 教授

ｳﾒﾀﾞ ﾄｵﾙ
梅田 徹
(63)

<平成32年4月>
法学修士※

兼担 教授

ｲﾇｶｲ ﾀｶｵ
犬飼 孝夫

(57)
<令和2年4月>

文学修士、国際学修士

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

兼担 教授

ｲﾇｶｲ ﾀｶｵ
犬飼 孝夫

(57)
<平成32年4月>

文学修士、国際学修士

専 助教

ﾌｼﾞﾉ ｼﾝﾔ
藤野 真也

(37)
<令和2年4月>
博士(経営学)

経営学概論Ａ
経営学概論Ｂ
グローバルリーダー海外研修(上
級)
Advanced Management
基礎ゼミナールＡ
基礎ゼミナールＢ
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ

経営学概論Ａ
経営学概論Ｂ
グローバルリーダー海外研修
（上級）
Advanced Management
基礎ゼミナールＡ
基礎ゼミナールＢ
スタートアップセミナー
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
現代社会と道徳科学Ｂ※

専 助教

ﾌｼﾞﾉ ｼﾝﾔ
藤野 真也

(37)
<平成32年4月>
博士(経営学)

専 助教

ﾅｲﾄｳ ﾁｶｴ
内藤 知加恵

(40)
<令和2年4月>
博士(商学)

経営学概論Ｂ
基礎ゼミナールＢ
情報科学

専 教授

ﾔﾏｼﾀ ﾐｷ
山下 美樹

(52)
<令和2年4月>

Doctor of Education(米国)

グローバルリーダー論
国際コミュニケーション論
Intercultural Communication
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B

グローバルリーダー論
国際コミュニケーション論
Intercultural Communication
スタートアップセミナー
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
TOEFL A
TOEFL B
English Summer Seminar
Reading A
Reading B

専
准教
授

ﾔﾏｼﾀ ﾐｷ
山下 美樹

(52)
<平成32年4月>

Doctor of Education(米国)

専
准教
授

ﾁﾝ ｷﾞｮｸﾕｳ
陳 玉雄
(54)

<令和2年4月>
博士(経済学)

経済学入門(中国語)
中国専門書講読Ａ
中国専門書講読Ｂ
中国経済論【隔年】
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ

経済学入門(中国語)
中国専門書講読Ａ
中国専門書講読Ｂ
中国経済論【隔年】
ゼミナールＡ
ゼミナールＢ
ゼミナールＣ
ゼミナールＤ
現代社会と道徳科学Ｂ※

専
准教
授

ﾁﾝ ｷﾞｮｸﾕｳ
陳 玉雄
(54)

<平成32年4月>
博士(経済学)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

ｼﾐｽﾞ ｳﾗﾗ
清水 麗
(52)

<令和2年4月>
博士(国際政治経済学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼担 教授

ｻﾄｳ ﾏｻﾉﾘ
佐藤 政則

(65)
<令和2年4月>
経済学博士

経営史
日本経済史

経営史
日本経済史

兼担 教授

ｻﾄｳ ﾏｻﾉﾘ
佐藤 政則

(65)
<平成32年4月>
経済学博士

基礎・学際演習Ａ※
基礎・学際演習Ｂ
基礎・学際演習Ｃ※
基礎・学際演習Ｄ
基礎・学際演習Ｅ※
基礎・学際演習Ｆ

兼担 教授

ｻﾄｳ ﾋﾄｼ
佐藤 仁志

(47)
<平成32年4月>
博士(社会工学)

兼担 教授

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(62)
<令和2年4月>
博士(史学)

国際関係論
日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

国際関係論
麗澤スタディーズ※
日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

兼担 教授

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(62)
<平成32年4月>
博士(史学)

兼担 教授

ｺﾓﾘ ﾖｼﾋｻ
古森 義久

(79)
<令和2年4月>

経済学士

グローバル化と日本
国際情勢論

グローバル化と日本
国際情勢論

兼担 教授

ｺﾓﾘ ﾖｼﾋｻ
古森 義久

(79)
<平成32年4月>

経済学士

兼担 教授

ｸﾛｽ ｻﾄﾐ
黒須 里美

(58)
<令和2年4月>
Ph.D.(米国)

Population Studies
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※

Population Studies
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※

兼担 教授

ｸﾛｽ ｻﾄﾐ
黒須 里美

(58)
<平成32年4月>
Ph.D.(米国)

兼担 教授

ｶﾜｶﾐ ｶｽﾞﾋｻ
川上 和久

(62)
<令和2年4月>

修士(社会心理学)※

社会学
政治学Ａ
政治学Ｂ

兼担 教授

ｶﾐﾑﾗ ｼｮｳｼﾞ
上村 昌司

(48)
<令和2年4月>

理学博士

経済数学
Finance
グローバルファイナンス
財務分析論
機械学習
情報リテラシー
情報科学

情報技術実務演習
経済数学
Finance
機械学習
グローバルファイナンス
財務分析論
情報リテラシー
情報科学
情報セキュリティ

兼担 教授

ｶﾐﾑﾗ ｼｮｳｼﾞ
上村 昌司

(48)
<平成32年4月>

理学博士

兼担 教授

ｶｺﾞ ﾖｼｷ
籠 義樹
(51)

<令和2年4月>
工学博士

データベース
観光ビジネス特論Ａ
観光ビジネス特論Ｂ
キャリア形成入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
ジェンダーとキャリア形成
環境科学
麗澤・地域連携実習

データベース
観光ビジネス特論Ａ
観光ビジネス特論Ｂ
キャリア形成入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
グローバルキャリア研究
環境科学
麗澤・地域連携実習※

兼担 教授

ｶｺﾞ ﾖｼｷ
籠 義樹
(51)

<平成32年4月>
工学博士

兼担 教授

ｵﾉ ﾋﾛﾔ
小野 宏哉

(65)
<令和2年4月>

工学博士

Principles of Economics A
経済原論Ａ
Microeconomics
ミクロ経済学
中級ミクロ経済学
現代社会と道徳科学Ｂ※

Principles of Economics A
経済原論Ａ
Microeconomics
ミクロ経済学
中級ミクロ経済学
現代社会と道徳科学Ｂ※

兼担 教授

ｵﾉ ﾋﾛﾔ
小野 宏哉

(65)
<平成32年4月>

工学博士

兼担 教授

ｵｵﾉ ﾏｻﾋﾃﾞ
大野 正英

(57)
<令和2年4月>
経済学修士

経済倫理
現代社会と道徳科学Ａ※
現代社会と道徳科学Ｂ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

経済倫理
現代社会と道徳科学Ａ※
現代社会と道徳科学Ｂ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

兼担 教授

ｵｵﾉ ﾏｻﾋﾃﾞ
大野 正英

(57)
<平成32年4月>
経済学修士



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

ﾏﾂﾀﾞ ﾃﾂ
松田 徹
(62)

<令和2年4月>
文学修士

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼担 教授

ﾏﾂｼﾏ ﾏｻｱｷ
松島 正明

(60)
<令和2年4月>
学士(外国語学)

国際協力論 国際協力論

兼担 教授

ﾏﾂｼﾏ ﾏｻｱｷ
松島 正明

(60)
<平成32年4月>
学士(外国語学)

兼担 教授

ﾉﾊﾞﾔｼ ﾔｽﾋｺ
野林 靖彦

(51)
<令和2年4月>
博士(文学)

文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
インターンシップＡ
インターンシップＢ
自主企画ゼミナール

文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
インターンシップＡ
インターンシップＢ
自主企画ゼミナール

兼担 教授

ﾉﾊﾞﾔｼ ﾔｽﾋｺ
野林 靖彦

(51)
<平成32年4月>
博士(文学)

兼担 教授

ﾅｶｼﾞﾏ ﾏｻｼ
中島 真志

(61)
<令和2年4月>
博士(経済学)

金融論 金融論

兼担 教授

ﾅｶｼﾞﾏ ﾏｻｼ
中島 真志

(61)
<平成32年4月>
博士(経済学)

兼担 教授

ﾅｶｶﾞﾜ ﾄｼｱｷ
中川 敏彰

(69)
<令和2年4月>
学士(文学)

キャリア形成入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
ジェンダーとキャリア形成

キャリア形成入門
キャリア形成研究
キャリア形成演習
麗澤スピリットとキャリア
グローバルキャリア研究

兼担 教授

ﾅｶｶﾞﾜ ﾄｼｱｷ
中川 敏彰

(69)
<平成32年4月>
学士(文学)

兼担 教授

ﾄﾖｼﾏ ﾀﾃﾋﾛ
豊嶋 建広

(67)
<令和2年4月>
博士(体育科学)

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツ実習Ｓ

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ

兼担 教授

ﾄﾖｼﾏ ﾀﾃﾋﾛ
豊嶋 建広

(67)
<平成32年4月>
博士(体育科学)

兼担 教授

ﾁｮｳ ｶﾘﾝ
趙 家林
(64)

<令和2年4月>
商学修士※

中国社会論【隔年】 中国社会論【隔年】

兼担 教授

ﾁｮｳ ｶﾘﾝ
趙 家林
(64)

<平成32年4月>
商学修士※

兼担 教授

ﾁﾊﾞ ｼｮｳｼﾞｭ
千葉 庄寿

(49)
<令和2年4月>
修士(文学)※

プログラミング
情報リテラシー
Webオーサリング

プログラミング
情報リテラシー
Webオーサリング

兼担 教授

ﾁﾊﾞ ｼｮｳｼﾞｭ
千葉 庄寿

(49)
<平成32年4月>
修士(文学)※

兼担 教授

ﾀｶﾂｼﾞ ﾋﾃﾞｵｷ
髙辻 秀興

(67)
<令和2年4月>
博士(工学)

IT実務演習
コンピューターネットワーク

兼担 教授

ﾀｶ ｲﾜｵ
高 巖
(64)

<令和2年4月>
商学博士

ビジネスエシックス
Corporate Governance and
Business Ethics
現代社会と道徳科学Ｂ※

ビジネスエシックス
Corporate Governance and
Business Ethics
現代社会と道徳科学Ｂ※

兼担 教授

ﾀｶ ｲﾜｵ
高 巖
(64)

<平成32年4月>
商学博士

兼担 教授

ｽｷﾞｳﾗ ｼｹﾞｺ
杉浦 滋子

(62)
<令和2年4月>
Ph.D.(米国)

英語特別演習Ａ
英語特別演習Ｂ

英語特別演習Ａ
英語特別演習Ｂ

兼担 教授

ｽｷﾞｳﾗ ｼｹﾞｺ
杉浦 滋子

(62)
<平成32年4月>
Ph.D.(米国)

兼担 教授

ｼﾓﾀﾞ ﾀﾃﾋﾄ
下田 健人

(62)
<令和2年4月>
経済学修士※

人事管理論
労働経済学
現代社会と道徳科学Ａ※

人事管理論
労働経済学
現代社会と道徳科学Ａ※

兼担 教授

ｼﾓﾀﾞ ﾀﾃﾋﾄ
下田 健人

(62)
<平成32年4月>
経済学修士※

兼担 教授

ｼﾐｽﾞ ﾁﾋﾛ
清水 千弘

(52)
<令和2年4月>
博士(環境学)

AIビジネス
AIビジネス入門



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾀｶｼ
齋藤 貴志

(44)
<令和2年4月>
修士(言語学)

現代中国入門Ａ
現代中国入門Ｂ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
中国語特別演習Ａ
中国語特別演習Ｂ
海外語学研修（中国語）Ⅰ
海外語学研修（中国語）Ⅱ
海外語学研修（中国語）Ａ
海外語学研修（中国語）Ｂ

現代中国入門Ａ
現代中国入門Ｂ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
中国語特別演習Ａ
中国語特別演習Ｂ
海外語学研修（中国語）Ⅰ
海外語学研修（中国語）Ⅱ
海外語学研修（中国語）Ａ
海外語学研修（中国語）Ｂ

兼担
准教
授

ｻｲﾄｳ ﾀｶｼ
齋藤 貴志

(44)
<平成32年4月>
修士(言語学)

兼担
准教
授

ｺﾝﾄﾞｳ ｱｷﾋﾄ
近藤 明人

(44)
<令和2年4月>
博士(経済学)

ファミリービジネス論 ファミリービジネス論

兼担
准教
授

ｺﾝﾄﾞｳ ｱｷﾋﾄ
近藤 明人

(44)
<平成32年4月>
博士(経済学)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼担
准教
授

ｸｻﾓﾄ ｱｷﾗ
草本 晶
(49)

<平成32年4月>
修士(文学)※

兼担
准教
授

ｶﾜｸﾎﾞ ﾂﾖｼ
川久保 剛

(46)
<令和2年4月>

修士(国際文化)※

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
人間学
麗澤スタディーズ※

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
人間学
麗澤スタディーズ※

兼担
准教
授

ｶﾜｸﾎﾞ ﾂﾖｼ
川久保 剛

(46)
<平成32年4月>

修士(国際文化)※

兼担
准教
授

ｵﾝ ﾘﾝ
温 琳
(41)

<令和2年4月>
博士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

兼担
准教
授

ｵﾝ ﾘﾝ
温 琳
(41)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼担
准教
授

ｵｵｺｼ ﾄｼﾕｷ
大越 利之

(42)
<令和2年4月>
博士(経済学)

Principles of Economics B
経済原論Ｂ
Macroeconomics
マクロ経済学
中級マクロ経済学
Intermediate Macroeconomics

Principles of Economics B
経済原論Ｂ
Macroeconomics
マクロ経済学
中級マクロ経済学
Intermediate Macroeconomics

兼担
准教
授

ｵｵｺｼ ﾄｼﾕｷ
大越 利之

(42)
<平成32年4月>
博士(経済学)

兼担
准教
授

ｴｼﾏ ｹﾝｲﾁ
江島 顕一

(38)
<令和2年4月>
修士(教育学)※

現代社会と道徳科学Ａ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※
スポーツとモラル

現代社会と道徳科学Ａ※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※
スポーツとモラル

兼担
准教
授

ｴｼﾏ ｹﾝｲﾁ
江島 顕一

(38)
<平成32年4月>
修士(教育学)※

兼担
准教
授

ｲﾉｼﾀ ｶｵﾘ
井下 佳織

(42)
<令和2年4月>
博士(体育科学)

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツコンディショニング実
習
スポーツ実習Ｓ
救急処置法
レクリエーション理論と実習Ⅰ
レクリエーション理論と実習Ⅱ

健康科学
スポーツ・健康と社会
スポーツ科学概論
スポーツの理論と実習
スポーツコンディショニング実
習
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ
救急処置法
レクリエーション理論と実習Ⅰ
レクリエーション理論と実習Ⅱ

兼担
准教
授

ｲﾉｼﾀ ｶｵﾘ
井下 佳織

(42)
<平成32年4月>
博士(体育科学)

兼担 教授

ﾔﾏｶﾜ ｶｽﾞﾋｺ
山川 和彦

(60)
<令和2年4月>
国際学修士

観光文化概説
観光ホスピタリティ論
観光フィールドワークＡ
観光フィールドワークＢ
観光デザイン論

観光文化概説
観光ホスピタリティ論
観光フィールドワークＡ
観光フィールドワークＢ
観光デザイン論

兼担 教授

ﾔﾏｶﾜ ｶｽﾞﾋｺ
山川 和彦

(60)
<平成32年4月>
国際学修士

兼担 教授

ﾓﾁﾂﾞｷ ﾏｻﾐﾁ
望月 正道

(61)
<令和2年4月>
Ph.D(英国)

海外語学研修(英語)Ⅰ
海外語学研修(英語)Ⅱ
海外語学研修(英語)Ａ
海外語学研修(英語)Ｂ

海外語学研修(英語)Ⅰ
海外語学研修(英語)Ⅱ
海外語学研修(英語)Ａ
海外語学研修(英語)Ｂ

兼担 教授

ﾓﾁﾂﾞｷ ﾏｻﾐﾁ
望月 正道

(61)
<平成32年4月>
Ph.D(英国)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
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兼任　

の別　 の別　

専任・
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氏　　名
(年　齢)
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保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 講師

ｳﾞﾙｶﾞﾘｽ ｹﾞﾗｼﾓｽ
Voulgaris, Gerasimos

(35)
<令和2年4月>

博士(地球環境科学)

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ

Global Studies Ⅰ
Global Studies Ⅱ
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ｳﾞﾙｶﾞﾘｽ ｹﾞﾗｼﾓｽ
Voulgaris, Gerasimos

(35)
<平成32年4月>

博士(地球環境科学)

兼担
准教
授

ﾖｼﾀﾞ ｹﾝｲﾁﾛｳ
吉田 健一郎

(42)
<令和2年4月>

博士(経営情報学)

マーケティング総論Ａ
マーケティング総論Ｂ
経営情報Ａ
経営情報Ｂ
グローバルマーケティング
観光ホスピタリティ論
情報リテラシー
情報科学

マーケティング総論Ａ
マーケティング総論Ｂ
経営情報Ａ
経営情報Ｂ
グローバルマーケティング
観光ホスピタリティ論
情報リテラシー
情報科学
基本情報実務演習

兼担
准教
授

ﾖｼﾀﾞ ｹﾝｲﾁﾛｳ
吉田 健一郎

(42)
<平成32年4月>

博士(経営情報学)

兼担
准教
授

ﾓﾘ ﾕｳｼｭﾝ
森 勇俊
(59)

<令和2年4月>
文学修士※

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語Ⅲ
韓国語Ⅳ
韓国語特別演習Ａ
韓国語特別演習Ｂ
海外語学研修(韓国語)Ⅰ
海外語学研修(韓国語)Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ
韓国語Ⅲ
韓国語Ⅳ
韓国語特別演習Ａ
韓国語特別演習Ｂ
海外語学研修(韓国語)Ⅰ
海外語学研修(韓国語)Ⅱ

兼担
准教
授

ﾓﾘ ﾕｳｼｭﾝ
森 勇俊
(59)

<平成32年4月>
文学修士※

兼担
准教
授

ﾐﾔｼﾀ ｶｽﾞﾋﾛ
宮下 和大

(47)
<令和2年4月>
博士(文学)

現代社会と道徳科学Ａ※
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

現代社会と道徳科学Ａ※
現代社会と道徳科学Ｂ※
文化の多様性と価値－道徳科学
Ａ－※
道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

兼担
准教
授

ﾐﾔｼﾀ ｶｽﾞﾋﾛ
宮下 和大

(47)
<平成32年4月>
博士(文学)

兼担
准教
授

ﾊｼﾓﾄ ﾄﾐﾀﾛｳ
橋本 富太郎

(45)
<令和2年4月>
博士(神道学)

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ
麗澤スタディーズ※

兼担
准教
授

ﾊｼﾓﾄ ﾄﾐﾀﾛｳ
橋本 富太郎

(45)
<平成32年4月>
博士(神道学)

兼担
准教
授

ｾｶﾞﾜ ﾏﾕﾐ
瀬川 真由美

(56)
<令和2年4月>

文学修士

海外語学研修(ドイツ語)Ⅰ
海外語学研修(ドイツ語)Ⅱ
海外語学研修(ドイツ語)Ａ
海外語学研修(ドイツ語)Ｂ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ
海外語学研修（ドイツ語）Ａ
海外語学研修（ドイツ語）Ｂ

兼担
准教
授

ｾｶﾞﾜ ﾏﾕﾐ
瀬川 真由美

(56)
<平成32年4月>

文学修士

兼担
准教
授

ｽｽﾞｷ ﾀﾞｲｽｹ
鈴木 大介

(45)
<令和2年4月>
博士(経済学)

会計学原理Ａ
会計学原理Ｂ

会計学原理Ａ
会計学原理Ｂ

兼担
准教
授

ｽｽﾞｷ ﾀﾞｲｽｹ
鈴木 大介

(45)
<平成32年4月>
博士(経済学)

兼担
准教
授

ｼｭｯﾃﾚ ﾎﾙｶﾞｰ
Schuetterle, Holger

(46)
<令和2年4月>

Magister Artium(ドイツ)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語特別演習Ａ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語特別演習Ａ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅰ
海外語学研修（ドイツ語）Ⅱ
海外語学研修（ドイツ語）Ａ
海外語学研修（ドイツ語）Ｂ

兼担
准教
授

ｼｭｯﾃﾚ ﾎﾙｶﾞｰ
Schuetterle, Holger

(46)
<平成32年4月>

Magister Artium(ドイツ)

兼担
准教
授

ｻｷﾞｻｶ ﾄﾓｺ
匂坂 智子

(49)
<令和2年4月>
博士(工学)

情報リテラシー
PC実務演習
情報技術活用
マルチメディア活用
データ解析の基礎

情報リテラシー
PC実務演習
情報技術活用
マルチメディア活用
データ解析の基礎

兼担
准教
授

ｻｷﾞｻｶ ﾄﾓｺ
匂坂 智子

(49)
<平成32年4月>
博士(工学)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing Workshop
Ⅱ

兼担 講師

ﾐｯﾁｪﾙ ｺﾘﾝ
Mitchell, Colin

(34)
<平成32年4月>

M.A.(Applied Linguistics and
TESOL)(英国)

兼担 講師

ﾏｸﾘｰｼｭ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ
McLeish, David

(51)
<令和2年4月>

M.A.(Fine Arts)、
M.A.(Education)(米国)

English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing Workshop
Ⅰ
Reading and Writing Workshop
Ⅱ

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing
Workshop Ⅰ
Reading and Writing
Workshop Ⅱ

兼担 講師

ﾏｸﾘｰｼｭ ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ
McLeish, David

(51)
<平成32年4月>

M.A.(Fine Arts)、
M.A.(Education)(米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ﾍﾞﾛﾌﾞﾛｳﾞｨ ｱﾝﾅ
Belobrovy, Anna

(41)
<平成32年4月>

M.A.(TESOL)(米国)

兼担 講師

ﾊﾞｯﾊﾏｲﾔｰ ｴﾙｳﾞｨﾗ
Bachmaier, Elvira

(35)
<令和2年4月>

修士(日本学・ドイツ文学・社会
学)(ドイツ)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ
ドイツ語特別演習Ｂ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ
ドイツ語特別演習Ｂ

兼担 講師

ﾊﾞｯﾊﾏｲﾔｰ ｴﾙｳﾞｨﾗ
Bachmaier, Elvira

(35)
<平成32年4月>

修士(日本学・ドイツ文学・社会
学)(ドイツ)

English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
英語特別演習Ａ
英語特別演習Ｂ

兼担 講師

ﾊﾞｰｶｰ ﾌﾞﾗｯﾄﾞﾘｰ
Barker, Bradley

(39)
<平成32年4月>

M.A.(オーストラリア)

English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ｽﾆｰｽ ﾛﾋﾞﾝ S.
Sneath, Robin Neil S.

(45)
<平成32年4月>

学士(History、European
studies)(英国)

兼担 講師

ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ ｼｪｲﾏｽ
Johnston, Seamus

(38)
<令和2年4月>

M.A.(TESOL) (米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

Global Studies Ⅲ
Global Studies Ⅳ
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼担 講師

ｻﾝﾌﾞｰ ｼﾞｬﾔ ﾗｸｼﾐ
Samboo, Jaya Luxmi

(40)
<平成32年4月>

M.A.(International
Relations)(英国)

兼担 講師

ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ ｱﾚｻﾝﾄﾞﾛ
Grimaldi, Alessandro

(31)
<令和2年4月>

Bachelor of Science in
Commerce(米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Reading and Writing
Workshop Ⅰ
Reading and Writing
Workshop Ⅱ

兼担 講師

ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ ｱﾚｻﾝﾄﾞﾛ
Grimaldi, Alessandro

(31)
<平成32年4月>

Bachelor of Science in
Commerce(米国)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

TOEFL A
TOEFL B

兼任 講師

ｲｹｻﾞｷ ｼﾝﾔ
池崎 真也

(48)
<平成32年4月>
学士(文学)

AIビジネス

兼任 講師

ｲｲｵ ｼﾞｭﾝ
飯尾 淳

<平成32年4月>
博士(工学)

スポーツ実習Ｓ

兼任 講師

ｱﾗﾔ ﾄﾓﾋﾛ
荒谷 友碩

(25)
<平成32年4月>
学士(文学)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ

兼任 講師

ｱｷﾔﾏ ﾏｷｺ
秋山 まき子

(57)
<平成32年4月>

Doctor of Philosophy in
Linguistics (米国)

兼担 助教

ﾖｺﾀ ﾘｳ
横田 理宇

(39)
<令和2年4月>
博士(経営学)

経営戦略論

経営戦略論
情報リテラシー
情報科学

兼担 助教

ﾖｺﾀ ﾘｳ
横田 理宇

(39)
<平成32年4月>
博士(経営学)

兼担 助教

ﾓﾘﾀ ﾘｭｳｼ
森田 龍二

(43)
<令和2年4月>
修士(経済学)

基礎・学際演習Ａ
基礎・学際演習Ｂ
基礎・学際演習Ｃ
基礎・学際演習Ｄ
基礎・学際演習Ｅ
基礎・学際演習Ｆ

兼担
准教
授

ﾓｰｶﾞﾝ ｼﾞｪｲｿﾝ M.
Morgan, Jason M.

(42)
<令和2年4月>

PhD, History(米国)

国際関係論 国際関係論

兼担 助教

ﾓｰｶﾞﾝ ｼﾞｪｲｿﾝ M.
Morgan, Jason M.

(42)
<平成32年4月>

PhD, History(米国)

兼担
准教
授

ﾊﾅﾀﾞ ﾀｲﾍｲ
花田 太平

(38)
<令和2年4月>

Ph.D.(English Studies)(英国)

メディア社会論 メディア社会論

兼担 助教

ﾊﾅﾀﾞ ﾀｲﾍｲ
花田 太平

(38)
<平成32年4月>

Ph.D.(English Studies)(英国)

兼担 助教

ﾅｶﾂｶ ｺｽﾞｴ
中司 梢
(39)

<令和2年4月>
博士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ

兼担 助教

ﾅｶﾂｶ ｺｽﾞｴ
中司 梢
(39)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼担 助教

ｷｭｳ ｲｰｷ
邱 瑋琪
(50)

<令和2年4月>
博士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
台湾語と東アジアの文化

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅲ
中国語Ⅳ
中国語特別演習Ａ
台湾語と東アジアの文化

兼担 助教

ｷｭｳ ｲｰｷ
邱 瑋琪
(50)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼担
准教
授

ｳﾁｵ ﾀｲﾁ
内尾 太一

(35)
<令和2年4月>
博士(国際貢献)

NPO/NGO論
短期海外研修Ａ
短期海外研修Ｂ

NPO/NGO論
麗澤・地域連携実習※
短期海外研修Ａ
短期海外研修Ｂ

兼担 助教

ｳﾁｵ ﾀｲﾁ
内尾 太一

(35)
<平成32年4月>
博士(国際貢献)

兼担 助教

ｲｹｶﾞﾜ ﾏﾘｱ
池川 真里亜

(33)
<令和2年4月>
博士(学術)

Statistics A
Statistics B
統計学Ａ
統計学Ｂ
入門計量経済学
ビッグデータ分析
計量経済学
Econometrics

Statistics A
Statistics B
統計学Ａ
統計学Ｂ
入門計量経済学
ビッグデータ分析
計量経済学
Econometrics

兼担 助教

ｲｹｶﾞﾜ ﾏﾘｱ
池川 真里亜

(33)
<平成32年4月>
博士(学術)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

ｸﾆﾊﾗ ｺｳｲﾁﾛｳ
國原 幸一朗

(53)
<令和2年4月>
修士(教育学)※

世界史概論Ａ
世界史概論Ｂ

世界史概論Ａ
世界史概論Ｂ

兼任 講師

ｸﾆﾊﾗ ｺｳｲﾁﾛｳ
國原 幸一朗

(53)
<平成32年4月>
修士(教育学)※

兼任 講師

ｶﾝﾘﾌ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞJ
Cunliffe, David John Dominic

(54)
<令和2年4月>

M.A.in Applied Linguistics(英
国)

Business English A
Business English B
Listening A
Listening B
Reading A
Reading B

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Business English A
Business English B
Listening A
Listening B
Reading A
Reading B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ｶﾝﾘﾌ ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞJ
Cunliffe, David John Dominic

(54)
<平成32年4月>

M.A.in Applied Linguistics(英
国)

兼任 講師

ｶﾜﾊﾞﾀ ｹﾝｼﾞ
川端 健嗣

(40)
<令和2年4月>
修士(社会学)

情報リテラシー
情報リテラシー
情報技術活用

兼任 講師

ｶﾜﾊﾞﾀ ｹﾝｼﾞ
川端 健嗣

(40)
<平成32年4月>
修士(社会学)

TOEFL A
TOEFL B
Reading A
Reading B

兼任 講師

ｶﾄｳ ｽﾐｴ
加藤 澄恵

(53)
<平成32年4月>

Master of Education (英国)

政治学Ａ
政治学Ｂ

兼任 講師

ｶﾄｳ ｱｷﾗ
加藤 朗
(68)

<平成32年4月>
修士(政治学)

兼任 講師

ｶｼﾞﾀ ﾕｷｵ
梶田 幸雄

(65)
<令和2年4月>

法学博士

労働法入門 労働法入門

兼任 講師

ｶｼﾞﾀ ﾕｷｵ
梶田 幸雄

(65)
<平成32年4月>

法学博士

兼任 講師

ｵﾙﾗﾝﾄﾞ ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ
Orlando, Davide

(49)
<令和2年4月>
修士(ドイツ)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ
ドイツ語特別演習Ａ

兼任 講師

ｵﾙﾗﾝﾄﾞ ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ
Orlando, Davide

(49)
<平成32年4月>
修士(ドイツ)

兼任 講師

ｵｵﾇﾏ ﾋﾛﾔｽ
大沼 博靖

(52)
<令和2年4月>
修士(体育学)※

スポーツ実習Ｓ
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ

兼任 講師

ｵｵﾇﾏ ﾋﾛﾔｽ
大沼 博靖

(52)
<平成32年4月>
修士(体育学)※

兼任 講師

ｵｵﾂｶ ﾃﾂﾔ
大塚 哲也

(35)
<令和2年4月>
修士(法学)※

民法
民法

兼任 講師

ｵｵﾂｶ ﾃﾂﾔ
大塚 哲也

(35)
<平成32年4月>
修士(法学)※

兼任 講師

ｲ ﾎﾝｷﾞｮﾝ
李 憲卿
(58)

<令和2年4月>
博士(文学)

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

ｲ ﾎﾝｷﾞｮﾝ
李 憲卿
(58)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼任 講師

ｲ ｼﾞｮﾝﾐ
李 貞美
(51)

<令和2年4月>
修士(教育学)※

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

ｲ ｼﾞｮﾝﾐ
李 貞美
(51)

<平成32年4月>
修士(教育学)※

兼任 講師

ｲﾘｴ ﾀﾏﾖ
入江 珠代

(55)
<令和2年4月>
学士(法学)

イタリアの言語と文化

兼任 講師

ｲｼﾐﾂ ﾄｼｱｷ
石光 俊明

(44)
<令和2年4月>

修士(大学アドミニストレーショ
ン)

基礎・学際演習Ａ※
基礎・学際演習Ｃ※
基礎・学際演習Ｅ※

麗澤スピリットとキャリア
基礎・学際演習Ａ※
基礎・学際演習Ｃ※
基礎・学際演習Ｅ※

兼任 講師

ｲｼﾐﾂ ﾄｼｱｷ
石光 俊明

(44)
<平成32年4月>

修士(大学アドミニストレーショ
ン)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

ﾅｶﾐﾁ ﾖｼﾋｺ
中道 嘉彦

(67)
<令和2年4月>
教育学修士※

麗澤スタディーズ※

兼任 講師

ﾅｶﾊﾀ ｸﾆｵ
中畑 邦夫

(48)
<令和2年4月>
博士(哲学)

哲学概論Ａ
哲学概論Ｂ

哲学概論Ａ
哲学概論Ｂ

兼任 講師

ﾅｶﾊﾀ ｸﾆｵ
中畑 邦夫

(48)
<平成32年4月>
博士(哲学)

兼任 講師

ﾁｮﾝ ｼﾁｭﾝ
丁 時春
(41)

<令和2年4月>
修士(文学)※

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

兼任 講師

ﾁｮﾝ ｼﾁｭﾝ
丁 時春
(41)

<平成32年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

ﾀｸﾞﾁ ﾋﾛﾕｷ
田口 博之

(61)
<令和2年4月>
博士(学術)

Japanese Economy and Policy Japanese Economy and Policy

兼任 講師

ﾀｸﾞﾁ ﾋﾛﾕｷ
田口 博之

(61)
<平成32年4月>
博士(学術)

兼任 講師

ｿｳ ﾀｹｼ
宗 健
(54)

<令和2年4月>
博士(社会工学)

コンピュータ科学
統計学入門

兼任 講師

ｼｭﾃｰｶﾞｰ ｸﾘｽﾃｨｱﾝ
Steger, Christian

(36)
<令和2年4月>

修士(日本学、ドイツ文学、ド
イツ語教育学)

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

兼任 講師

ｼﾐｽﾞ ﾃﾂﾛｳ
清水 哲郎

(62)
<令和2年4月>

文学士

情報技術活用 情報技術活用

兼任 講師

ｼﾐｽﾞ ﾃﾂﾛｳ
清水 哲郎

(62)
<平成32年4月>

文学士

兼任 講師

ｼｪｰ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ R.
Shea, Steven Russell

(50)
<令和2年4月>
Bachelor of

Arts(Sociology)(米国)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ

兼任 講師

ｼｪｰ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ R.
Shea, Steven Russell

(50)
<平成32年4月>
Bachelor of

Arts(Sociology)(米国)

情報リテラシー

兼任 講師

ｻｻﾊﾗ ｹﾝ
笹原 健
(47)

<平成32年4月>
修士(文学)※

兼任 講師

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(65)
<令和5年4月>
博士(史学)

日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

日本史概論Ａ
日本史概論Ｂ

兼任 講師

ｻｸﾗｲ ﾘｮｳｼﾞｭ
櫻井 良樹

(65)
<平成35年4月>
博士(史学)

兼任 講師

ｻｸﾏ ﾋﾛｱｷ
佐久間 裕秋

(66)
<令和4年4月>

経済学士

国際金融論
EU経済社会論【隔年】

国際金融論
EU経済社会論【隔年】

兼任 講師

ｻｸﾏ ﾋﾛｱｷ
佐久間 裕秋

(66)
<平成34年4月>

経済学士

兼任 講師

ｻｲﾄｳ ﾏｻｷ
齋藤 正樹

(45)
<令和2年4月>

修士(工学)、修士(文学)※

ドイツ語Ⅰ

兼任 講師

ｺﾞｰﾄﾞﾝ ﾋﾟｰﾀｰ
Gordon, Peter Frederick

(55)
<令和2年4月>
B.A.(英国)

Writing A
Writing B

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Listening A
Listening B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ｺﾞｰﾄﾞﾝ ﾋﾟｰﾀｰ
Gordon, Peter Frederick

(55)
<平成32年4月>
B.A.(英国)

兼任 講師

ｺｳ ｶﾝ
耿 函
(56)

<令和2年4月>
修士(国際学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ｺｳ ｶﾝ
耿 函
(56)

<平成32年4月>
修士(国際学)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾖﾈｲ ﾕﾐ
米井 由美

(34)
<平成32年4月>
修士(文学)※

イタリアの言語と文化

兼任 講師

ﾔﾏｻｷ ｱﾔ
山﨑 彩
(44)

<平成32年4月>
博士(文学)

兼任 講師

ﾏﾊﾙｻﾞﾝ ﾗﾋﾞ
Maharjan, Ravi

(37)
<令和2年4月>
博士(英語学)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
Listening A
Listening B

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
Listening A
Listening B
Reading A
Reading B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ﾏﾊﾙｻﾞﾝ ﾗﾋﾞ
Maharjan, Ravi

(37)
<平成32年4月>
博士(英語学)

兼任 講師

ﾎﾘｳﾁ ﾏｻﾋｺ
堀内 正彦

(50)
<令和2年4月>
修士(心理学)※

心理学 心理学

兼任 講師

ﾎﾘｳﾁ ﾏｻﾋｺ
堀内 正彦

(50)
<平成32年4月>
修士(心理学)※

兼任 講師

ﾌﾕﾂｷ ﾘﾂ
冬月 律
(40)

<令和2年4月>
修士(宗教学)※

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

道徳科学Ａ
道徳科学Ｂ

兼任 講師

ﾌﾕﾂｷ ﾘﾂ
冬月 律
(40)

<平成32年4月>
修士(宗教学)※

兼任 講師

ﾌﾟﾋﾟ ﾀﾞﾐｱﾝ
Poupi, Damien Georges Arnaud

(45)
<令和2年4月>
学士(文学)

フランス語と文化 フランス語と文化

兼任 講師

ﾌﾟﾋﾟ ﾀﾞﾐｱﾝ
Poupi, Damien Georges Arnaud

(45)
<平成32年4月>
学士(文学)

兼任 講師

ﾌｸﾀﾞ ﾀﾞｲｼﾞ
福田 大治

(53)
<令和2年4月>
修士(地域研究)

スペイン語と文化 スペイン語と文化

兼任 講師

ﾌｸﾀﾞ ﾀﾞｲｼﾞ
福田 大治

(53)
<平成32年4月>
修士(地域研究)

English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
Reading A
Reading B
Writing A
Writing B

兼任 講師

ﾌｰﾊﾟｰ ﾄﾞﾉｳﾞｧﾝ.A
Hooper, Donevan Antonio

(56)
<平成32年4月>

M.A.TEFL/TESL(英国)

Writing A
Writing B

兼任 講師

ﾋｸﾞﾁ ｱｷ
樋口有記
(38)

<平成32年4月>
Bachelor of Arts specialized

in Chinese Studies,
International Business(オース

トラリア)

兼任 講師

ﾆｼｶﾜ ﾖｼｶﾂ
西川 佳克

(54)
<令和2年4月>
修士(体育学)

スポーツ実習Ｓ
スポーツ実習ＳＡ
スポーツ実習ＳＢ

兼任 講師

ﾆｼｶﾜ ﾖｼｶﾂ
西川 佳克

(54)
<平成32年4月>
修士(体育学)

兼任 講師

ﾆｼ ﾉﾌﾞｺ
西 暢子
(45)

<令和2年4月>
修士(文学)※

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾆｼ ﾉﾌﾞｺ
西 暢子
(45)

<平成32年4月>
修士(文学)※

情報リテラシー
情報科学

兼任 講師

ﾅｶﾓﾄ ｹﾝｻｸ
中本 健作

(63)
<平成32年4月>
学士(文学)



担当授業科目名
担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼任　

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
(年　齢)

＜就任(予定)年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

(注)・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。(過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。)

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号(その２の１)に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て(兼任，兼担教員を含む。)を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任(専門職大学等は専、実専、実(研)、実み)、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度(平成３０年度開設であれば平成２９年度)の表は適宜削除し、詰めてください。

　　・令和元年５月１日　公表

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾘｭｳ ｺｳｾｷ
劉 光赤
(64)

<平成32年4月>
文学士(中国)

兼任 講師

ﾘ ｺｳｺｸ
李 鴻谷
(68)

<令和2年4月>
修士(文学)

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

兼任 講師

ﾗﾌﾋﾟｰﾀｰ ｱﾙﾊﾞｰﾄ
Luff,Peter Albert

(65)
<令和2年4月>
D.Phil.(英国)

Philosophy and Economic
Behavior
Cultural Studies A
Cultural Studies B
Japan Studies A
Japan Studies B

Philosophy and Economic
Behavior
Japan Studies A
Japan Studies B
Cultural Studies A
Cultural Studies B
English Communication Ⅰ
English Communication Ⅱ
English Communication Ⅲ
English Communication Ⅳ
Business English A
Business English B

兼任 講師

ﾗﾌﾋﾟｰﾀｰ ｱﾙﾊﾞｰﾄ
Luff,Peter Albert

(65)
<平成32年4月>
D.Phil.(英国)



（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】
大場 裕之教授において、担当科目の見直しにより、科目削除
徳永 澄憲教授において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
永田 雅啓教授において、担当科目の見直しにより、科目削除
中野 千秋教授において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
中村 昭裕教授において、新しく科目を担当することになり新規採用就任
堀内 一史教授において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
熊野 留理子准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
篠藤 涼子准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
陳 玉雄准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
山下 美樹教授において、准教授から教授に昇格および担当科目の見直しにより、科目追加および削除
内藤 知加恵助教において、新しく科目を担当することになり新規採用就任
藤野 真也助教において、担当科目の見直しにより、科目追加および削除
大塚 秀治(兼担)教授において、退職により就任辞退
大野 正英(兼担)教授において、所属学部の都合により、科目削除
小野 宏哉(兼担)教授において、所属学部の都合により、科目削除
籠 義樹(兼担)教授において、担当科目の名称変更およびオムニバスによる開講の追加
上村 昌司(兼担)教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
川上 和久(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
櫻井 良樹(兼担)教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
佐藤 仁志(兼担)教授において、死亡により就任辞退
清水 麗(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
清水 千弘(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
髙辻 秀興(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
豊嶋 建広(兼担)教授において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
中川 敏彰(兼担)教授において、担当科目の名称変更
松田 徹(兼担)教授において、新しく科目を担当することになり就任
井下 佳織(兼担)准教授において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
草本 晶(兼担)准教授において、所属学部の都合により、就任辞退
齋藤 貴志(兼担)准教授において、所属学部の都合により、科目削除
Schuetterle, Holger(兼担)准教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
瀬川 真由美(兼担)准教授において、所属学部の都合により、科目追加および削除
宮下 和大(兼担)准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
吉田 健一郎(兼担)准教授において、担当科目の見直しにより、科目追加
Voulgaris, Gerasimos(兼担)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Grimaldi, Alessandro(兼担)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Samboo, Jaya Luxmi(兼担)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Johnston, Seamus(兼担)講師において、新しく科目を担当することになり就任
Sneath, Robin Neil S.(兼担)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Barker, Bradley(兼担)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Belobrovy, Anna(兼担)講師において、退職により就任辞退
McLeish, David(兼担)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Mitchell, Colin(兼担)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
内尾 太一(兼担)准教授において、助教から准教授に昇格および担当科目の見直しにより、科目追加
邱 瑋琪(兼担)助教において、担当科目の見直しにより、科目追加
花田 太平(兼担)准教授において、助教から准教授に昇格
Morgan, Jason M. (兼担)准教授において、誤記により助教から准教授に修正
森田 龍二(兼担)助教において、新しく科目を担当することになり就任
横田 理宇(兼担)助教において、担当科目の見直しにより、科目追加
秋山 まき子(兼任)講師において、退職により就任辞退
荒谷 友碩(兼任)講師において、退職により就任辞退
飯尾 淳(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
池崎 真也(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
石光 俊明(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
入江 珠代(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
大沼 博靖(兼任)講師において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
Orlando, Davide(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
加藤 朗(兼任)講師において、退職により就任辞退
加藤 澄恵(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
川端 健嗣(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Cunliffe, David John Dominic(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
Gordon, Peter Frederick(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
齋藤 正樹(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
笹原 健(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Shea, Steven Russell(兼任)講師において、担当科目の見直しにより、科目追加
Steger, Christian(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
宗 健(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
中道 嘉彦(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
中本 健作(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
西川 佳克(兼任)講師において、担当科目の名称変更および新規科目の追加
樋口有記(兼任)講師において、退職により就任辞退
Hooper, Donevan Antonio(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退
Maharjan, Ravi(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加および削除
山﨑 彩(兼任)講師において、退職により就任辞退
米井 由美(兼任)講師において、退職により就任辞退
Luff,Peter Albert(兼任)講師において、所属学部の都合により、科目追加
李 鴻谷(兼任)講師において、新しく科目を担当することになり就任
劉 光赤(兼任)講師において、所属学部の都合により、就任辞退



（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画 現在（報告時）の状況

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

12 6

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）
助手

（Ｂ'）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ａ）

助手
（Ａ'）

2 16 0
6 6 0 2 14 0

（10） （4） （0） （2） （16） （0）

10 4 0

2 13 0

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
助手

（Ｃ'）
教　授 准教授

7 4 0 2 13 0

講　師 助　教
計

（Ｄ）
助手

（Ｄ'）

7

［0］ ［0］ ［△1］ ［0］［1］ ［△2］ ［0］ ［0］ ［△1］ ［0］

4 0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
13

= 92.85 ％
14

65 4 2

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

［2］ ［△2］

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
4

= 25 ％
16



時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

１ 該当なし

２

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 科目 選択

必修 科目 必修

自由 自由 自由

必修 必修

選択 選択

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

0 人

計 0 科目 計 0 計 0

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 科目

辞任等の理由

１ 該当なし

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

２

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 必修

選択 科目 選択

必修 科目 必修

選択 選択

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

自由

計 0 科目 計 0 計 0

0 人
自由 科目 自由 自由

計 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
0

= 0 ％
14

0 人

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

自由 0 科目 自由 0



科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

１ 該当なし

２

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 科目 選択

必修 科目 必修

自由 自由 自由

必修 必修

選択 選択

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0 人

計 0 科目 計 0 計 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

自由 科目



区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和２年）

認　可　時

（令和２年）

遵守事項 履行中

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

経済学部経営学科の入
学定員超過の是正に努
めること。

経営学科の昨年度入学定員
超過率が1.26倍だったが、
今年度は1.24倍に是正し
た。

入学定員の是正に引き続き
努めていく。

遵守事項 履行中

完成年度前に、定年規
程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割
合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織編成の将来構想に
ついて着実に実施する
こと。（国際学部グ
ローバルビジネス学
科）

本学専任教員の定年は65
歳、嘱託専任教員は70歳ま
でである。経済学・経営学
の学問領域で30代から40代
の専任教員2名を令和2年4月
に採用予定であったが、40
代教員1名（助教）を新規採
用した。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

年齢構成及び学問領域を考
慮しながら採用していく。

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　①第1回：7月11日（木）45名参加　第2回：9月11日（水）35名参加　　第3回：11月7日（火）35名参加
　　　②9月11日（火）新任教員4名、大学執行部3名、事務局1名参加

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　①各授業へのアクティブラーニング取り組みに向け、各専攻及び教員が授業計画及びシラバス作成を行ってい
る。
　　　②建学の理念や教育目的に関する理解を深め、麗澤大学の一員としての自覚を深めた。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　・授業評価アンケート：1学期（7月11日（木）～7月24日（水））、
　　　　2学期（1月6日（月）～1月20日（月））に行った。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

     ・集計結果を該当教員にフィードバックし、必要な回答を求めた。その結果は、図書館で閲覧可能にした。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　①外部講師を招き、実際にアクティブラーニングを取り入れ、実践的にFDを実施した。
　　　②学内にて集合型の研修を行った。

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　全学的な組織としてファカルティディベロップメント（FD）委員会を設置し、研究科（大学院）の代表も
　委員として委嘱し、全学的な取り組みとして実施している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　　＜2019年度＞
　　　　　第1回：6月13日(木)　教員12名中10名参加　第2回：12月12(木)　教員12名中10名参加

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　＜2019年度＞
　　　　第1回：授業評価アンケートの件
　　　　第2回：2019年度第2学期授業評価アンケートにおける記名の件、2020年度以降の授業評価アンケートの件

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　　①アクティブラーニングの基礎と実践（授業方法について研究会）
　　　②新任教員研修会

　ｂ　実施方法

７　その他全般的事項

＜国際学部　グローバルビジネス学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）



　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

≪ａで「有」の場合≫

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

　　・2014年度に大学機関別認証評価を受け、「日本高等教育評価機構が定める大学評価基準に適合している」
　　　と認定された。次回認証評価は、2021年度に機関別認証評価を受けるべく、学内で検討中。

　　　・本学部設置の趣旨・目的およびその教育内容を入試要項、ホームページ等で分かりやすく紹介した。
　　　　入学者選抜の段階から、提出された書類の審査や口頭試問を実施することによって、学部で
　　　　の学習に適合しているかどうかをより明確に審査した。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・自己点検・評価の結果は『麗澤大学年報』に取りまとめ、令和２年7月末　公表（予定）

　ｂ　公表方法

　　・大学ウェブサイト上に公開予定（令和２年7月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

（４） 自己点検・評価等に関する事項



麗澤大学委員会規程 

昭和 62 年 4 月 1 日制定 

令和元年 6 月 13 日最近改正 

(目的)  

第 1 条 この規程は、麗澤大学学則第 13 条第 2 項の規定に基づき、本学に設置する委員会

に関する総括的事項について定めることを目的とする。 

  

(委員会の種類)  

第 2 条 本学に設置する常設の委員会は、次のとおりとする。 

(1) 学生委員会 

(2) 自己点検委員会 

(3) FD 委員会 

(4) 入学試験委員会 

(5) 教員倫理委員会 

(6) 紀要編集委員会 

(7) 寮教育委員会 

2 臨時の委員会は、必要に応じ学長が設置するものとする。 

  

(任務・業務)  

第 3 条 委員会は、学長の諮問に答えるとともに、必要事項の立案及び実施に当たる。 

2 委員会の業務は、本学の中期計画及び当該年度の事業計画に基づき、毎年度当初に確認

する。 

  

(構成・委嘱・任期)  

第 4 条 委員会は、委員長並びに委員をもって構成する。ただし、必要に応じて副委員長を

置くことができる。 

2 委員長、副委員長及び委員は、学長がこれを委嘱する。 

3 委員長、副委員長及び委員の任期は 1 年とし、毎年 4 月 1 日付けで委嘱する。ただし、

再任を妨げない。 

  

(委員長・副委員長)  

第 5 条 委員長は、委員会を主宰するとともに、学長の諮問事項について、答申及び報告の

義務を負う。 

2 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。 

  

第 6 条 削除 



  

第 7 条 削除 

  

(事務の所管)  

第 8 条 この規程に関する事務は、大学事務局教育研究支援グループが所管する。 

  

(規程の改廃)  

第 9 条 この規程の改廃は、大学執行部会議の意見を聴取した後、学長がこれを定める。 

  

附 則 

1 この規程は、昭和 62 年 4 月 1 日から施行する。 

2 この規程は、平成 2 年 4 月 1 日から改定施行する。 

3 この規程は、平成 4 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、次の規程は、廃止する。  

 (1) 運営会議規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (2) 企画常任委員会規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (3) 規程委員会規程(昭和 62 年 4 月 1 日施行) 

 (4) 留学生制度検討委員会規程(平成 2 年 4 月 1 日施行) 

4 この規程は、平成 5 年 4 月 1 日から改定施行する。 

5 この規程は、平成 6 年 4 月 1 日から改定施行する。 

6 この規程は、平成 6 年 7 月 16 日から改定施行する。 

7 この規程は、平成 7 年 4 月 1 日から改定施行する。 

8 この規程は、平成 9 年 4 月 1 日から改定施行する。 

9 この規程は、平成 12 年 4 月 1 日から改定施行する。 

10 この規程は、平成 14 年 4 月 1 日から改定施行する。 

11 この規程は、平成 15 年 10 月 1 日から改定施行する。 

12 この規程は、平成 16 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学同和教育推進委員会規程、麗澤大学安全衛生委

員会規程及び麗澤大学奨学生委員会規程は廃止する。  

13 この規程は、平成 16 年 6 月 1 日から改定施行する。 

14 この規程は、平成 17 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学特別教育活動委員会細則は、廃止する。  

15 この規程は、平成 18 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学図書館委員会細則、麗澤大学紀要等編集委員会

細則、麗澤大学就職指導委員会細則、麗澤大学入試制度検討委員会細則及び麗澤大学麗澤教

育編集委員会細則は、廃止する。  



16 この規程は、平成 20 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の道徳科学教育委員会細則は、廃止する。  

17 この規程は、平成 22 年 4 月 1 日から改定施行する。 

18 この規程は、平成 23 年 4 月 1 日から改定施行する。 

19 この規程は、平成 24 年 4 月 1 日から改定施行する。 

20 この規程は、平成 25 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学 I-Lounge 委員会細則は、廃止する。 

21 この規程は、平成 27 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学広報戦略委員会細則、麗澤大学ホームカミング

デイ委員会細則、麗澤大学社会的責任推進委員会細則、麗澤大学寮教育委員会細則及び麗澤

大学出版会運営委員会細則は、廃止する。 

22 この規程は、平成 29 年 4 月 1 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学教職課程委員会細則は、廃止する。 

23 この規程は、平成 30 年 4 月 1 日から改定施行する。 

24 この規程は、平成 30 年 10 月 1 日から改定施行する。 

25 この規程は、令和元年 6 月 13 日から改定施行する。 

この規程の改定施行に伴い、従前の麗澤大学学生委員会細則、麗澤大学自己点検委員会細則、

麗澤大学教育課程委員会細則、麗澤大学 FD 委員会細則、麗澤大学入学試験委員会細則、麗

澤大学教員倫理委員会細則、麗澤大学紀要編集委員会細則、麗澤大学留学・国際交流委員会

細則及び麗澤大学寮教育委員会細則は廃止する。 




